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C O N T E N T S

か な が わ ト ラ ス ト み ど り 財 団 2 0 1 7 冬 「 ミ ド リ 」n o. 1 0 7

会 員 数 ＆ 寄 附 募 金 の お 知 ら せ

※ 掲 載 の 承 諾 を い た だ い た 皆 さ ま を ご 紹 介 さ せ て い た だ い て お り ま す 。

「 か な が わ ト ラ ス ト み ど り 基 金 」 に つ い て
　 県 内 の 優 れ た 自 然 環 境 や 歴 史 的 環 境 を 保 全 し 、 緑 豊 か な 神 奈 川 を 次 の 世 代 に 引 き
継 い で い く た め に 必 要 な 資 金 を 積 み 立 て る こ と を 目 的 に 、 昭 和 6 1 年 に 神 奈 川 県 に 設
置 さ れ た 基 金 で す 。 こ の 基 金 は 緑 地 の 買 入 れ や 財 団 の 行 う 事 業 へ の 支 援 な ど 、「 か な
が わ の ナ シ ョ ナ ル ・ ト ラ ス ト 運 動 」 を 推 進 す る 原 動 力 と な っ て い ま す 。

基 金 実 績

川 崎 給 与 事 務 所 な わ て 会 、 ㈱ タ ズ ミ

相 続 税 の 非 課 税

　 近 年 、 遺 言 に よ る 寄 附 に つ い て 関 心 が
高 ま り 、 こ れ ま で に 遺 志 を 受 け た 遺 贈 に
よ る 公 益 事 業 を 開 始 し て お り ま す 。 遺 言
の 財 産 受 取 人 と し て 、 公 益 財 団 法 人 か な
が わ ト ラ ス ト み ど り 財 団 を ご 指 定 い た
だ け ま す 。

相 続 さ れ た 方 が 相 続 財 産 を 、 相 続 税 の 申 告

期 限 （ 亡 く な っ て か ら 1 0 ヶ 月 ） ま で に 寄 附 さ

れ た 場 合 は 、 そ の 寄 附 額 は 相 続 税 が 非 課 税

と な り ま す 。

1 3 億 8, 6 0 7 万 8, 8 6 1 円寄 附 累 計 額 （ 2 0 1 7 年 9 月 末 現 在 ）

寄 附 者 名 （ 2 0 1 7 年 7 月 ～ 9 月 ） （ 敬 称 略 ）

箱 根 観 光 船 株 式 会 社

ト ラ ス ト 募 金 に よ る 協 力 （ 2 0 1 7 年 7 月 ～ 9 月 ）（ 敬 称 略 ）

浅 野 由 美 子 、 安 藤 誠 治 、 池 谷 善 博 、 池 田 純 子 、 泉 上 和 子 、 市 川 俊 子 、 井 上 哲 也 、

㈲ エ ム テ ッ ク グ リ ー ン 、 大 浦 輝 幸 、 大 島 照 治 、 加 藤 高 祥 、 金 森  悟 、 久 保 幸 子 、 小 泉 一 郎 、

児 玉 英 二 、 齊 藤 吉 之 ・ 和 子 、 酒 田 浩 幸 、 澤  雅 俊 、 重 田 昌 利 、 清 水 健 二 、 新 谷 眞 弘 、 菅 野  実 、

髙 橋 敏 雄 、 辻  一 男 、 泊 瀬 川 亨 、 長 谷 川 喜 美 江 、 濱  武 之 、 樋 口 真 弘 、 廣 瀬 節 子 、 松 尾 隆 光 、

三 浦 正 子 、 ㈱ ヤ マ シ ゲ 、 山 村 宣 夫 、 山 本 勝 久 、 横 浜 た ち ば な ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ 、 和 田 悟 史 、

渡 部  明 （ 匿 名 希 望 1 7 名 ）

ト ラ ス ト 会 員 を 募 集 し て い ま す 。
会 員 の 皆 さ ま か ら ご 紹 介 く だ さ い!

現 在 の 会 員 数

個  人  会  員

家  族  会  員

法 人 ・ 団 体 会 員

特 別 ・ 名 誉 会 員

計

3, 9 7 3 人

6, 8 8 2 人

2 5 7 人

3 2 0 人

1 1, 4 3 2 人

4 2 0 人

6 6 3 人

2 3 人

1, 1 0 6 人

（ 2 0 1 7 年 9 月 末 現 在 ）

普 通 会 員
緑 地 保 全
支 援 会 員

「 か な が わ ト ラ ス ト み ど り 財 団 」 へ の 寄 附

寄 附 者 名 ( 2 0 1 7 年 7 月 ～ 9 月 ) （ 敬 称 略 ）

財 団 へ 寄 附 を い た だ き ま し た の で ご 紹 介 し ま す 。 誠 に あ り が と う ご ざ い ま し た 。
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自 然 へ 一 歩

冬 か ら 春 へ  池 の に ぎ わ い

ヤ マ ユ リ ／ 財 団 事 務 局

へ 会 員 の 方 か ら 一 通 の

お 手 紙 を い た だ き ま し

た 。 そ れ を き っ か け に

“ ヤ マ ユ リ ” に 関 す る

新 た な 取 り 組 み を 開 始

す る こ と に な り ま し た

（ 詳 細 は 1 6 ペ ー ジ ） 。

表 紙 の 写 真

も く じ

一 里 塚 ・ 四 方 山 話 3

「 ム サ サ ビ 」
神 奈 川 県 森 林 イ ン ス ト ラ ク タ ー  滝 澤 洋 子

寄 附 で 久 田 緑 地 素 産 材 の 木 工 品 プ レ ゼ ン ト

 葛 葉 緑 地で 地 質 学 に ふ れ る
生 命 の 星 ・ 地 球 博 物 館 学 芸 員

笠 間 友 博

文 　 手 塚 真 理絵 　 阿 木 二 郎
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● 小 網 代 の 森 
　 ア カ テ ガ ニ 放 仔 観 察 会 2 0 1 7

● 感 謝 状 贈 呈 、 主 催 イ ベ ン ト  ほ か

事 務 局 だ よ り

財 団 事 業 に ご 協 力 く だ さ い

ヤ マ ユ リ 自 生 地
再 生 チ ャ レ ン ジ 始 動 P .1 6

製 材 体 験 イ ベ ン ト

久 田 緑 地 で の 取 組 事 業

P .1 7

 光 る ミ ミ ズ っ て 見 た こ と あ る ？
～ 葛 葉 緑 地 は い ろ い ろ な 生 き 物 に 出 会 え る よ ～

自 然 観 察 施 設 ・ く ず は の 家 所 長

高 橋 孝 洋

葛 葉 緑 地 ア ク セ ス M A P

緑 の 募 金 平 成 2 9 年 度

緑 化 運 動 ・ 育 樹 運 動 コ ン ク ー ル 

受 賞 作 品

会 員 の 皆 さ ま へ

※ 転 居 先 不 明 で 返 送 さ れ る ケ ー ス が 増 え て い ま す 。 

　 住 所 な ど の 変 更 が あ り ま し た ら ご 連 絡 く だ さ い 。 

※ 機 関 誌 「 ミ ド リ 」 は 財 団 公 式 W E B サ イ ト

　 （ h t t p: / / k t m. o r. j p ）で 読 む こ と が で き ま す 。 
　 個 別 の 発 送 停 止 を ご 希 望 の 方 は 財 団 事 務 局 ま
　 で ご 連 絡 く だ さ い 。

※ 会 費 の お 支 払 に つ い て ク レ ジ ッ ト 決 済 が で き ま す 。 日 本 財 団 （ C A N P A N ） に よ る ク レ ジ ッ ト 決

済 サ ー ビ ス を 利 用 し た も の で 事 前 に 情 報 登 録 が 必 要 で す が 、 財 団 へ の ２ 重 登 録 は い り ま せ ん 。 な

お 、 毎 年 の 継 続 に よ る 支 払 い と な り ま す の で 、6 年 会 員 制 度 ( 5 年 分 一 括 会 費 ) は 適 用 で き ま せ ん 。 

C A N P A N サ イ ト ／ か な が わ ト ラ ス ト み ど り 財 団 ペ ー ジ h t t p s: / / k e s s ai. c a n p a n.i nf o / or g / k t m /

　 1 9 8 5 年 に 発 足 以 来 、 神 奈 川 の み ど り の 保 全 と

創 造 に 関 す る 様 々 な 活 動 を 展 開 し て い ま す 。 1 万

人 を 超 え る 会 員 の 支 援 や 募 金 寄 附 、 ボ ラ ン テ ィ ア

の 皆 様 の 協 力 を 受 け 、 今 あ る 自 然 環 境 を 次 の 世 代

に 引 き 継 い で い け る よ う 取 り 組 ん で い ま す 。

か な が わ の 未 来 に 、 今 で き る こ と

公 益 財 団 法 人

か な が わ ト ラ ス ト み ど り 財 団

0 4 5- 4 1 2- 2 5 2 5

mi d o ri @ k t m. o r. j p

@ k a n a g a w a _ mi d o ri

f a c e b o o k. c o m / k t m. o r. j p

ト  ラ  ス ト  基  金  に  つ  い  て

遺 贈 に よ る 寄 附 に つ い て

緑 の 募 金

緑 の 募 金 に よ る 活 動 報 告
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絵 ： 阿 木 二 郎
イ ラ ス ト レ ー タ ー 、 漫 画 家 。

く ず は の 家 の 行 事 ポ ス タ ー を 多 数 手 掛 け る 。

あ 　 ぎ 　   じ  ろ う

文 ： 手 塚 真 理 く ず は の 広 場 指 導 員

て  づ か 　 ま 　 り

　 「 お じ ゃ ま た く し ー ！ 」 … ア ニ メ の ワ ン シ ー ン の

よ う な 光 景 が み ら れ る 季 節 が や っ て き ま し た 。 テ

レ ビ や 本 で 知 っ て は い て も 、 初 め て 見 て 触 れ る お た

ま じ ゃ く し に 、 子 ど も た ち は 大 は し ゃ ぎ 。 く ず は の

家 の 前 に は 、 保 育 園 の 子 ど も 達 が 必 ず 立 ち 寄 る 小 さ

な 池 が あ り ま す 。 氷 が 張 る よ う な 寒 い 季 節 に 暖 か

い 雨 の 降 る 夜 は 、 ヤ マ ア カ ガ エ ル の 産 卵 日 。 1 月 か

ら 3 月 に か け て 、7 0 以 上 の 卵 塊 が 産 み 落 と さ れ ま

す 。 一 つ の 塊 に 1, 0 0 0 個 く ら い の 卵 が あ り ま す か

ら … 相 当 な 数 で す 。 3 月 中 旬 に な る と 今 度 は ア ズ マ

ヒ キ ガ エ ル の 番 で す 。 約 束 し た か の ご と く 、 あ る 雨

の 夜 に た く さ ん の カ エ ル が 集 ま っ て き て 、 蛙 合 戦 を

繰 り 広 げ ま す 。 翌 日 に は 透 明 な 紐 状 の 卵 塊 が 池 の

底 に に ょ ー ろ に ょ ろ 。 そ ん な こ ん な で 池 を 埋 め 尽

く し た お た ま じ ゃ く し 達 は 、 ５ ～ ６ 月 に は 小 さ な 子

ガ エ ル と な っ て 水 辺 を 離 れ 森 に 生 活 の 場 を 移 し ま

す 。 森 と 水 辺 が 繋 が っ た 葛 葉 緑 地 の 環 境 が 、 こ れ ら

多 く の 生 き 物 の 命 を 育 ん で い る の で す 。

自 然 へ 一 歩
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秦 野 盆 地

葛 葉 川

河 岸 段 丘

扇 状 地
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： 関 東 ロ ー ム 層
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V

→

： 葛 葉 緑 地

川 の 蛇 行

　 葛 葉 緑 地 は 、 葛 葉 川 が 刻 む 渓 谷 斜 面 沿 い の 緑 地 で す

（ 写 真 1 ） 。 こ の 斜 面 は 段 丘 崖 と 呼 ば れ る 侵 食 地 形 で 、

周 囲 の 住 宅 地 が 広 が る 平 ら な 台 地 は 扇 状 地 性 の 河 岸

段 丘 で す （ 図 1 ） 。 台 地 の 上 は 開 発 が 進 ん で い ま す が 、

段 丘 崖 は 土 地 利 用 が し づ ら い た め 、 開 発 か ら 逃 れ て い

る 所 が 多 く 、 貴 重 な 自 然 環 境 を 私 た ち に 伝 え て い ま

す 。 葛 葉 緑 地 も そ の よ う な 段 丘 崖 に 残 さ れ た 貴 重 な

自 然 環 境 の ひ と つ で す 。

　 葛 葉 川 は 丹 沢 山 地 か ら 流 れ 出 し 、 葛 葉 緑 地 の あ る 秦

野 盆 地 を 南 東 方 向 に 流 れ 、 水 無 川 な ど と 合 流 し 、 金 目

川 と な り ま す 。 

　 秦 野 盆 地 の 南 側 に は 大 磯 丘 陵 と い う 高 ま り が あ り

ま す が 、 金 目 川 は 大 磯 丘 陵 を 東 へ 迂 回 す る よ う に 流

れ 、 鈴 川 、 渋 田 川 な ど と 合 流 し て 花 水 川 と な り 、 相 模 湾

に 注 ぎ ま す 。 大 磯 丘 陵 は 世 界 的 に 見 て も 隆 起 速 度 の

速 い 場 所 と し て 知 ら れ 、 今 は 丘 陵 で す が 、 海 に 覆 わ れ

て い た 痕 跡 や 箱 根 火 山 や 丹 沢 山 地 か ら 川 が 流 れ 込 ん

で い た 痕 跡 が 地 層 に 残 さ れ て い ま す 。 そ の 中 で 興 味

深 い の は 、 昔 の 金 目 川 の 痕 跡 が 地 形 と し て 残 っ て い る

点 で す 。 秦 野 と 二 宮 を 結 ぶ 重 要 な 交 通 路 は 大 磯 丘 陵

を 横 切 る 南 北 方 向 の 直 線 的 な 谷 の 中 に あ り ま す が 、 こ

の 谷 は 数 万 年 前 の 金 目 川 が 侵 食 し て つ く っ た 地 形 と

考 え ら れ て い ま す 。 大 磯 丘 陵 が 隆 起 し た た め 、 金 目 川

は 迂 回 し て 流 れ る よ う に な っ た の で す （ 図 2 ） 。 

　 な お 、 葛 葉 緑 地 の 葛 葉 川 は 蛇 行 し て 流 れ て い ま す 。 

段 丘 崖 は 蛇 行 と 並 行 し て い る こ と か ら 、 蛇 行 し た 状 態

が 初 め に あ り 、 蛇 行 に 沿 っ て 下 方 に 侵 食 が 進 み 、 渓 谷

と な っ た こ と が 分 か り ま す 。 蛇 行 の 原 因 は 新 九 沢 橋

付 近 に あ る 断 層 に よ る 隆 起 運 動 に よ っ て 下 流 部 が 隆

起 し 、 河 川 勾 配 が 緩 や か に な っ た た め と 考 え ら れ て い

ま す 。

　 葛 葉 緑 地 の 大 き な 特 徴 は 、 秦 野 市 が 設 置 し た 「 く ず

は の 家 」 と い う 自 然 観 察 施 設 が あ る こ と で す 。 こ こ に

は 親 切 な 専 門 ス タ ッ フ が 常 駐 し 、 訪 れ る 人 の 対 応 や

様 々 な イ ベ ン ト を 行 っ て い る ほ か 、 多 く の ボ ラ ン テ ィ

ア が 参 加 し て 、 そ の 活 動 を 支 え て い ま す 。 観 察 は 「 く

ず は の 家 」 で 状 況 を 聞 い て か ら 始 め る の が 良 い で し ょ

う 。 大 雨 の 時 は 川 が 増 水 し て 、 注 意 を 要 す る 場 合 も あ

り ま す し 、 鹿 除 け の ネ ッ ト を 張 っ て い る 箇 所 も あ り ま

す 。 ヒ ル が 出 る 季 節 に は 、 ヒ ル 除 け の 食 塩 水 が 準 備 さ

れ て い ま す 。
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　 地 層 の 観 察 は 「 露 頭 」 と 言 わ れ る 植 生 （ 以 下 、 本 誌 に

因 ん で “ 緑 “ と 呼 ぶ こ と に し ま す ） の 無 い 場 所 で 行 い ま

す 。 こ の よ う な 場 所 は 、 最 近 何 ら か の 原 因 で 崩 れ た 所

で す （ 写 真 2 ） 。 崩 れ て も 時 間 経 過 と と も に 、 緑 に 覆 わ

れ て 行 き ま す の で 、 露 頭 は 言 わ ば “ 生 き も の ” の よ う な

存 在 で す 。 図 3 は 2 0 1 7 年 9 月 現 在 の 露 頭 の 状 況 で す 。 

見 え に く く な っ て い る か も し れ ま せ ん し 、 新 た な 露 頭

が 誕 生 し て い る か も し れ ま せ ん の で 、 最 新 情 報 は 「 く

ず は の 家 」 に お 尋 ね く だ さ い 。 緑 地 に 行 っ て 緑 の 無 い

所 を 探 す の は 、 変 な 気 が し ま す が 、 地 層 に 興 味 の 無 い

人 は 崩 れ た 場 所 が ど の よ う に 植 物 に 覆 わ れ て い く の

か を 、 時 間 を か け て 観 察 す る の も 良 い で し ょ う 。

葛 葉 緑 地 の 地 形 地 質 概 念 図図 1

雪 景 色 の 葛 葉 緑 地写 真  1

 葛 葉 緑 地で 地 質 学 に ふ れ る

1 ． 葛 葉 緑 地 の 地 形 － 段 丘 崖 の 緑 － 2 ．葛 葉 川 の 流 路 と 地 殻 変 動

笠 間  友 博生 命 の 星 ・ 地 球 博 物 館 学 芸 員
く ず は の 家
（ 秦 野 市 曽 屋 1 1 3 7 ）
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　 葛 葉 緑 地 は 、 葛 葉 川 が 刻 む 渓 谷 斜 面 沿 い の 緑 地 で す

（ 写 真 1 ） 。 こ の 斜 面 は 段 丘 崖 と 呼 ば れ る 侵 食 地 形 で 、

周 囲 の 住 宅 地 が 広 が る 平 ら な 台 地 は 扇 状 地 性 の 河 岸

段 丘 で す （ 図 1 ） 。 台 地 の 上 は 開 発 が 進 ん で い ま す が 、

段 丘 崖 は 土 地 利 用 が し づ ら い た め 、 開 発 か ら 逃 れ て い

る 所 が 多 く 、 貴 重 な 自 然 環 境 を 私 た ち に 伝 え て い ま

す 。 葛 葉 緑 地 も そ の よ う な 段 丘 崖 に 残 さ れ た 貴 重 な

自 然 環 境 の ひ と つ で す 。

　 葛 葉 川 は 丹 沢 山 地 か ら 流 れ 出 し 、 葛 葉 緑 地 の あ る 秦

野 盆 地 を 南 東 方 向 に 流 れ 、 水 無 川 な ど と 合 流 し 、 金 目

川 と な り ま す 。 

　 秦 野 盆 地 の 南 側 に は 大 磯 丘 陵 と い う 高 ま り が あ り

ま す が 、 金 目 川 は 大 磯 丘 陵 を 東 へ 迂 回 す る よ う に 流

れ 、 鈴 川 、 渋 田 川 な ど と 合 流 し て 花 水 川 と な り 、 相 模 湾

に 注 ぎ ま す 。 大 磯 丘 陵 は 世 界 的 に 見 て も 隆 起 速 度 の

速 い 場 所 と し て 知 ら れ 、 今 は 丘 陵 で す が 、 海 に 覆 わ れ

て い た 痕 跡 や 箱 根 火 山 や 丹 沢 山 地 か ら 川 が 流 れ 込 ん

で い た 痕 跡 が 地 層 に 残 さ れ て い ま す 。 そ の 中 で 興 味

深 い の は 、 昔 の 金 目 川 の 痕 跡 が 地 形 と し て 残 っ て い る

点 で す 。 秦 野 と 二 宮 を 結 ぶ 重 要 な 交 通 路 は 大 磯 丘 陵

を 横 切 る 南 北 方 向 の 直 線 的 な 谷 の 中 に あ り ま す が 、 こ

の 谷 は 数 万 年 前 の 金 目 川 が 侵 食 し て つ く っ た 地 形 と

考 え ら れ て い ま す 。 大 磯 丘 陵 が 隆 起 し た た め 、 金 目 川

は 迂 回 し て 流 れ る よ う に な っ た の で す （ 図 2 ） 。 

　 な お 、 葛 葉 緑 地 の 葛 葉 川 は 蛇 行 し て 流 れ て い ま す 。 
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▲ く ず は の 家

段 丘 崖 は 蛇 行 と 並 行 し て い る こ と か ら 、 蛇 行 し た 状 態

が 初 め に あ り 、 蛇 行 に 沿 っ て 下 方 に 侵 食 が 進 み 、 渓 谷

と な っ た こ と が 分 か り ま す 。 蛇 行 の 原 因 は 新 九 沢 橋

付 近 に あ る 断 層 に よ る 隆 起 運 動 に よ っ て 下 流 部 が 隆

起 し 、 河 川 勾 配 が 緩 や か に な っ た た め と 考 え ら れ て い

ま す 。

　 葛 葉 緑 地 の 大 き な 特 徴 は 、 秦 野 市 が 設 置 し た 「 く ず

は の 家 」 と い う 自 然 観 察 施 設 が あ る こ と で す 。 こ こ に

は 親 切 な 専 門 ス タ ッ フ が 常 駐 し 、 訪 れ る 人 の 対 応 や

様 々 な イ ベ ン ト を 行 っ て い る ほ か 、 多 く の ボ ラ ン テ ィ

ア が 参 加 し て 、 そ の 活 動 を 支 え て い ま す 。 観 察 は 「 く

ず は の 家 」 で 状 況 を 聞 い て か ら 始 め る の が 良 い で し ょ

う 。 大 雨 の 時 は 川 が 増 水 し て 、 注 意 を 要 す る 場 合 も あ

り ま す し 、 鹿 除 け の ネ ッ ト を 張 っ て い る 箇 所 も あ り ま

す 。 ヒ ル が 出 る 季 節 に は 、 ヒ ル 除 け の 食 塩 水 が 準 備 さ

れ て い ま す 。

　 地 層 の 観 察 は 「 露 頭 」 と 言 わ れ る 植 生 （ 以 下 、 本 誌 に

因 ん で “ 緑 “ と 呼 ぶ こ と に し ま す ） の 無 い 場 所 で 行 い ま

す 。 こ の よ う な 場 所 は 、 最 近 何 ら か の 原 因 で 崩 れ た 所

で す （ 写 真 2 ） 。 崩 れ て も 時 間 経 過 と と も に 、 緑 に 覆 わ

れ て 行 き ま す の で 、 露 頭 は 言 わ ば “ 生 き も の ” の よ う な

存 在 で す 。 図 3 は 2 0 1 7 年 9 月 現 在 の 露 頭 の 状 況 で す 。 

見 え に く く な っ て い る か も し れ ま せ ん し 、 新 た な 露 頭

が 誕 生 し て い る か も し れ ま せ ん の で 、 最 新 情 報 は 「 く

ず は の 家 」 に お 尋 ね く だ さ い 。 緑 地 に 行 っ て 緑 の 無 い

所 を 探 す の は 、 変 な 気 が し ま す が 、 地 層 に 興 味 の 無 い

人 は 崩 れ た 場 所 が ど の よ う に 植 物 に 覆 わ れ て い く の

か を 、 時 間 を か け て 観 察 す る の も 良 い で し ょ う 。

金 目 川 の 流 路 概 念 図図 2

葛 葉 緑 地 の 露 頭

① と ② の 上 部 に 軽 石 層 を 含 む 関 東 ロ ー ム 層 が 見 ら れ る 。
他 は 主 に レ キ 層 の 露 頭

図 3

図 3 の ① 露 頭 左 側 の 崩 落

崩 落 で 上 部 が 良 く 見 え る よ う に な っ た （ 2 0 1 2 年 1 月 撮 影 ）

写 真  2

3 ． 現 地 案 内

（ 1 ） く ず は の 家  

（ 2 ） 露 頭    
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　 露 頭 は 河 岸 段 丘 の 断 面 な の で 、 川 の レ キ 層 （ 段 丘 レ

キ 層 ） が 見 ら れ ま す （ 写 真 3 ） 。 レ キ は 侵 食 に よ っ て 崩

れ る と 、 今 の 河 原 の レ キ と 混 ざ っ て し ま い ま す 。 河 原

の レ キ は 上 流 の 山 か ら も た ら さ れ る も の で す が 、 こ の

よ う に 途 中 で 混 入 す る レ キ も あ り ま す 。

　 レ キ 層 は １ 層 で は な く 、 関 東 ロ ー ム 層 （ 赤 土 ） を 挟 ん

で 何 層 か あ り ま す が 、 レ キ 層 と 関 東 ロ ー ム 層 は 共 に 陸

上 で 堆 積 し た 地 層 で す 。 違 い は 川 が 流 れ て い た か 、 い

な か っ た か で す 。 関 東 ロ ー ム 層 は 洪 水 で も 水 に 浸 か

ら な い 場 所 で 堆 積 し ま す の で 、 当 地 は 川 の 流 路 に な っ

た り 、 な ら な か っ た り を 繰 り 返 し て き た 事 が わ か り ま

す 。 レ キ の 種 類 や 大 き さ 、 形 は 今 の 葛 葉 川 の レ キ に 似

て い る の で （ 写 真 4 ） 、 レ キ 層 を 作 っ た 川 は 現 在 の 葛 葉

川 と 同 じ 表 丹 沢 に 源 を も つ 川 と 推 定 さ れ ま す 。 葛 葉

川 に は 角 の 十 分 取 れ た 円 礫 は あ ま り あ り ま せ ん 。 こ

れ は 山 に 近 い た め で 、 昔 も 丹 沢 山 地 と の 距 離 は あ ま り

変 わ っ て い な い こ と が 推 定 さ れ ま す 。

　 関 東 ロ ー ム 層 は 、 火 山 灰 に 黄 砂 な ど の 風 塵 が 加 わ っ

た も の を 母 材 と し て 、 風 化 作 用 や 生 物 の 作 用 が は た ら

い て で き た 土 （ 土 壌 ） が 長 い 年 月 か け て 堆 積 し て で き

た 地 層 で す 。 堆 積 速 度 は 火 山 活 動 の 影 響 も あ り ま す

が 1 万 年 で 1 m 程 度 で す 。 土 は 雨 が 降 る と 流 さ れ 、 乾 燥

し て 風 が 吹 く と 飛 ば さ れ て し ま い ま す 。 土 が 積 も る

た め に は 、 地 表 が 緑 に 覆 わ れ る 必 要 が あ り ま す 。 つ ま

り 関 東 ロ ー ム 層 は 、 緑 の 中 で で き た 地 層 な の で す 。 関

東 ロ ー ム 層 が 今 後 も 堆 積 し て い く に は 、 緑 の 保 全 が 必

要 に な り ま す 。 

　 現 実 生 活 と の 関 わ り は 見 え に く い の で す が 、 緑 が 失

わ れ る と 土 砂 が 流 出 す る と い う 話 は 聞 い た こ と が あ

る と 思 い ま す 。 緑 が 保 た れ る と 、 そ の 土 地 は 1 万 年 で

1 m 程 度 の 速 度 で 高 く な っ て い き ま す 。 広 い 意 味 で 国

土 が 増 え る わ け で す 。 緑 の 中 で 堆 積 し た 関 東 ロ ー ム

層 で も 、 木 の 化 石 が 見 つ か ら な い の は な ぜ で し ょ う

か 。 答 え は 堆 積 速 度 に あ り ま す 。 直 径 1 ㎝ の 小 枝 が 埋

も れ る の に も 計 算 上 1 0 0 年 程 の 歳 月 が 必 要 で 、 そ の 間

に 木 は 朽 ち 果 て て し ま う か ら で す 。

　 関 東 ロ ー ム 層 に は 様 々 な 色 の 粒 が 見 え ま す （ 写 真

5 ） 。 こ れ ら は 軽 石 や ス コ リ ア な ど の 火 山 噴 出 物 で す 。 

大 き な 噴 火 で は 軽 石 や ス コ リ ア は 明 瞭 な 層 を 成 し て

堆 積 し ま す （ 写 真 6 ） 。 秦 野 付 近 の 関 東 ロ ー ム 層 に は こ

の よ う な 層 が 約 4 5 万 年 間 に 2 0 0 枚 以 上 あ り ま す 。 こ

れ ら は 主 に 箱 根 火 山 と 富 士 火 山 の 大 噴 火 の 痕 跡 で す

が 、 富 士 火 山 の 活 動 は 約 1 0 万 年 前 か ら 始 ま っ た の で 、

ほ と ん ど は 箱 根 起 源 で す 。 

　 こ れ ら は 記 号 を 付 け て 整 理 さ れ て い ま す 。 図 3 の ①

で は Kl p - 1 3 ～ 1 5 ，K m p - 1 ～ 1 2 ，P m - 1 の 軽 石 層 が 見 ら

れ ま す （ 写 真 6 、 写 真 7 ） 。 K は 平 塚 市 吉 沢 の 頭 文 字 、l は

下 部 、 m は 中 部 、p は 軽 石 の 英 語 頭 文 字 で す 。 つ ま り 吉

沢 ロ ー ム 層 下 部 の 第 1 3 番 軽 石 層 ～ 1 5 番 軽 石 層 、 吉 沢

ロ ー ム 層 中 部 の 第 1 番 軽 石 層 ～ 1 2 番 軽 石 層 と い う 意

味 で 、 こ こ で は 下 部 （ 古 い 方 ） か ら 1 、2 、 と 数 え て い ま

す 。 こ れ ら は 箱 根 火 山 の 前 期 中 央 火 口 丘 （ 浅 間 山 、 鷹

巣 山 、 屏 風 山 な ど ） の 噴 出 物 で 、 約 1 1 万 年 前 の も の で

す 。 P m - 1 は 木 曽 御 岳 火 山 の 第 一 軽 石 層 で 約 1 0 万 年 前

の も の で す 。 こ れ ら の 年 代 か ら レ キ 層 の 年 代 も 推 定

で き ま す 。 軽 石 層 に は ボ ラ ン テ ィ ア さ ん が プ レ ー ト

を 付 け て い ま す の で 、 初 め て の 方 で も ど れ が 何 だ か す

ぐ わ か り ま す 。 一 見 、 ど れ も 同 じ 軽 石 層 に 見 え ま す

が 、 よ く 見 る 軽 石 の 粒 の 大 き さ や 色 な ど の 違 い が 見 え

て く る と 思 い ま す 。 こ れ ら の 軽 石 層 は 、 か つ て は 各 地

で 見 ら れ た も の で す が 、 開 発 が 進 ん で 露 頭 が ど ん ど ん

失 わ れ 、 今 で は と て も 貴 重 な も の と な っ て い ま す 。 葛 葉

緑 地 が か な が わ の ナ シ ョ ナ ル ・ ト ラ ス ト に 認 定 さ れ た

お か げ で す 。 な お 、 関 東 ロ ー ム 層 の 軽 石 層 に つ い て は 、

生 命 の 星 ・ 地 球 博 物 館 ホ ー ム ペ ー ジ の 電 子 百 科 ・ 神 奈 川

の 自  然 ・ 関 東 ロ ー ム 層 （ htt p: // n h. k a n a g a w a - m u s e u m .

j p /si z e n /t e p hr a /t o p _ m e n u. c gi ） を ご 覧 く だ さ い 。
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葛 葉 緑 地 の
関 東 ロ ー ム 層 の 拡 大 写 真

さ ま ざ ま な 色 の 粒 が
混 ざ っ て い る 。

写 真  5段 丘 レ キ 層 の 露 頭

③ 付 近 、 中 央 部 に は レ キ の な い ロ ー ム 質 の 部 分 が あ る 。

写 真  3

葛 葉 川 の 河 原 の レ キ 　
③ 付 近

写 真  4

（ 3 ） 段 丘 レ キ 層    （ ４ ） 関 東 ロ ー ム 層    
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　 露 頭 は 河 岸 段 丘 の 断 面 な の で 、 川 の レ キ 層 （ 段 丘 レ

キ 層 ） が 見 ら れ ま す （ 写 真 3 ） 。 レ キ は 侵 食 に よ っ て 崩

れ る と 、 今 の 河 原 の レ キ と 混 ざ っ て し ま い ま す 。 河 原

の レ キ は 上 流 の 山 か ら も た ら さ れ る も の で す が 、 こ の

よ う に 途 中 で 混 入 す る レ キ も あ り ま す 。

　 レ キ 層 は １ 層 で は な く 、 関 東 ロ ー ム 層 （ 赤 土 ） を 挟 ん

で 何 層 か あ り ま す が 、 レ キ 層 と 関 東 ロ ー ム 層 は 共 に 陸

上 で 堆 積 し た 地 層 で す 。 違 い は 川 が 流 れ て い た か 、 い

な か っ た か で す 。 関 東 ロ ー ム 層 は 洪 水 で も 水 に 浸 か

ら な い 場 所 で 堆 積 し ま す の で 、 当 地 は 川 の 流 路 に な っ

た り 、 な ら な か っ た り を 繰 り 返 し て き た 事 が わ か り ま

す 。 レ キ の 種 類 や 大 き さ 、 形 は 今 の 葛 葉 川 の レ キ に 似

て い る の で （ 写 真 4 ） 、 レ キ 層 を 作 っ た 川 は 現 在 の 葛 葉

川 と 同 じ 表 丹 沢 に 源 を も つ 川 と 推 定 さ れ ま す 。 葛 葉

川 に は 角 の 十 分 取 れ た 円 礫 は あ ま り あ り ま せ ん 。 こ

れ は 山 に 近 い た め で 、 昔 も 丹 沢 山 地 と の 距 離 は あ ま り

変 わ っ て い な い こ と が 推 定 さ れ ま す 。

　 関 東 ロ ー ム 層 は 、 火 山 灰 に 黄 砂 な ど の 風 塵 が 加 わ っ

た も の を 母 材 と し て 、 風 化 作 用 や 生 物 の 作 用 が は た ら

い て で き た 土 （ 土 壌 ） が 長 い 年 月 か け て 堆 積 し て で き

た 地 層 で す 。 堆 積 速 度 は 火 山 活 動 の 影 響 も あ り ま す

が 1 万 年 で 1 m 程 度 で す 。 土 は 雨 が 降 る と 流 さ れ 、 乾 燥

し て 風 が 吹 く と 飛 ば さ れ て し ま い ま す 。 土 が 積 も る

た め に は 、 地 表 が 緑 に 覆 わ れ る 必 要 が あ り ま す 。 つ ま

り 関 東 ロ ー ム 層 は 、 緑 の 中 で で き た 地 層 な の で す 。 関

東 ロ ー ム 層 が 今 後 も 堆 積 し て い く に は 、 緑 の 保 全 が 必

要 に な り ま す 。 

　 現 実 生 活 と の 関 わ り は 見 え に く い の で す が 、 緑 が 失

わ れ る と 土 砂 が 流 出 す る と い う 話 は 聞 い た こ と が あ

る と 思 い ま す 。 緑 が 保 た れ る と 、 そ の 土 地 は 1 万 年 で

1 m 程 度 の 速 度 で 高 く な っ て い き ま す 。 広 い 意 味 で 国

土 が 増 え る わ け で す 。 緑 の 中 で 堆 積 し た 関 東 ロ ー ム

層 で も 、 木 の 化 石 が 見 つ か ら な い の は な ぜ で し ょ う

か 。 答 え は 堆 積 速 度 に あ り ま す 。 直 径 1 ㎝ の 小 枝 が 埋

も れ る の に も 計 算 上 1 0 0 年 程 の 歳 月 が 必 要 で 、 そ の 間

に 木 は 朽 ち 果 て て し ま う か ら で す 。

　 関 東 ロ ー ム 層 に は 様 々 な 色 の 粒 が 見 え ま す （ 写 真

5 ） 。 こ れ ら は 軽 石 や ス コ リ ア な ど の 火 山 噴 出 物 で す 。 

大 き な 噴 火 で は 軽 石 や ス コ リ ア は 明 瞭 な 層 を 成 し て

堆 積 し ま す （ 写 真 6 ） 。 秦 野 付 近 の 関 東 ロ ー ム 層 に は こ

の よ う な 層 が 約 4 5 万 年 間 に 2 0 0 枚 以 上 あ り ま す 。 こ

れ ら は 主 に 箱 根 火 山 と 富 士 火 山 の 大 噴 火 の 痕 跡 で す

が 、 富 士 火 山 の 活 動 は 約 1 0 万 年 前 か ら 始 ま っ た の で 、

ほ と ん ど は 箱 根 起 源 で す 。 

　 こ れ ら は 記 号 を 付 け て 整 理 さ れ て い ま す 。 図 3 の ①

で は Kl p - 1 3 ～ 1 5 ，K m p - 1 ～ 1 2 ，P m - 1 の 軽 石 層 が 見 ら

れ ま す （ 写 真 6 、 写 真 7 ） 。 K は 平 塚 市 吉 沢 の 頭 文 字 、l は

下 部 、 m は 中 部 、p は 軽 石 の 英 語 頭 文 字 で す 。 つ ま り 吉

沢 ロ ー ム 層 下 部 の 第 1 3 番 軽 石 層 ～ 1 5 番 軽 石 層 、 吉 沢

ロ ー ム 層 中 部 の 第 1 番 軽 石 層 ～ 1 2 番 軽 石 層 と い う 意

味 で 、 こ こ で は 下 部 （ 古 い 方 ） か ら 1 、2 、 と 数 え て い ま

す 。 こ れ ら は 箱 根 火 山 の 前 期 中 央 火 口 丘 （ 浅 間 山 、 鷹

巣 山 、 屏 風 山 な ど ） の 噴 出 物 で 、 約 1 1 万 年 前 の も の で

す 。 P m - 1 は 木 曽 御 岳 火 山 の 第 一 軽 石 層 で 約 1 0 万 年 前

の も の で す 。 こ れ ら の 年 代 か ら レ キ 層 の 年 代 も 推 定

で き ま す 。 軽 石 層 に は ボ ラ ン テ ィ ア さ ん が プ レ ー ト

を 付 け て い ま す の で 、 初 め て の 方 で も ど れ が 何 だ か す

ぐ わ か り ま す 。 一 見 、 ど れ も 同 じ 軽 石 層 に 見 え ま す

が 、 よ く 見 る 軽 石 の 粒 の 大 き さ や 色 な ど の 違 い が 見 え

て く る と 思 い ま す 。 こ れ ら の 軽 石 層 は 、 か つ て は 各 地

で 見 ら れ た も の で す が 、 開 発 が 進 ん で 露 頭 が ど ん ど ん

失 わ れ 、 今 で は と て も 貴 重 な も の と な っ て い ま す 。 葛 葉

緑 地 が か な が わ の ナ シ ョ ナ ル ・ ト ラ ス ト に 認 定 さ れ た

お か げ で す 。 な お 、 関 東 ロ ー ム 層 の 軽 石 層 に つ い て は 、

生 命 の 星 ・ 地 球 博 物 館 ホ ー ム ペ ー ジ の 電 子 百 科 ・ 神 奈 川

の 自  然 ・ 関 東 ロ ー ム 層 （ htt p: // n h. k a n a g a w a - m u s e u m .

j p /si z e n /t e p hr a /t o p _ m e n u. c gi ） を ご 覧 く だ さ い 。
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プ ロ フ ィ ー ル

図 3 の ① 露 頭 左 側 の 崩 落

崩 落 で 上 部 が 良 く 見 え る よ う に な っ た
（ 2 0 1 2 年 1 月 撮 影 ）

写 真  7

吉 沢 ロ ー ム 層 の 露 頭 　 軽 石 層 が 何 枚 も 見 え る写 真  6

笠 間  友 博
K a s a m a  T o m o h i r o

神 奈 川 県 立 生 命 の 星 ・ 地 球 博 物 館 主 任

研 究 員 。 

専 門 は 火 山 地 質 学 。 神 奈 川 県 内 の 関 東

ロ ー ム 層 中 の 火 山 灰 層 を タ ー ゲ ッ ト に 、

造 成 地 等 を 中 心 に 試 料 収 集 、 調 査 研 究 を

行 っ て い る 。

き  さ わ

（ ５ ） 軽 石 層    



　 秦 野 市 の 中 心 か ら 直 線 距 離 に し て お よ そ 9 0 0 ｍ 、 住

宅 地 の 真 ん 中 に 葛 葉 緑 地 は あ り ま す 。 普 通 、 緑 地 と い

う と こ ん も り と 木 々 の 生 い 茂 っ た 丘 を 連 想 し ま す が 、

こ こ 葛 葉 緑 地 は ち ょ っ と 様 子 が 違 い ま す 。

　 丹 沢 山 塊 の 三 ノ 塔 を 源 頭 と し 、 秦 野 盆 地 の 北 側 を 南

東 方 向 に 流 れ 、 秦 野 市 落 合 付 近 で 金 目 川 に 合 流 す る 葛

葉 川 は 、 葛 葉 緑 地 の 辺 り で 台 地 を 深 く 削 り 、 最 も 深 い

と こ ろ で 約 3 0 ｍ の 切 り 立 っ た 崖 を 形 成 す る 葛 葉 峡 谷

を 形 作 っ て い ま す 。 こ の 崖 に は 河 畔 林 が 発 達 し ま し

た が 、 あ ま り に も 急 峻 な 崖 地 だ っ た た め 開 発 か ら 免

れ 、 緑 地 と し て 残 る こ と に な り ま し た 。 で す か ら 、 葛

葉 緑 地 を 台 地 の 上 に あ る 住 宅 地 か ら 見 る と 、 こ こ に 緑

地 が あ る よ う に は 見 え ず 、 逆 に 谷 に 降 り て み る と 、 こ

ん ど は 台 地 の 上 に 建 っ て い る 家 が 見 え な い の で 、 深 い

山 奥 に 迷 い 込 ん だ 気 が し ま す 。

　 ま た 、 丹 沢 山 塊 に 降 っ た 雨 は 深 い 谷 の 崖 か ら 地 下 水

と な っ て 浸 み だ し 、 葛 葉 川 に 清 流 を 生 み 出 し て い ま

す 。 今 年 は 梅 雨 の 時 期 に 雨 量 が 少 な か っ た た め か 、 緑

地 の 上 流 部 で は 水 が 涸 れ 川 底 が む き 出 し に な っ て い

ま す が 、 峡 谷 の 出 口 で は か な り の 水 量 が 流 れ て い ま

す 。 こ の 全 て が 緑 地 内 か ら の 湧 水 な の で す 。

　 葛 葉 緑 地 の 特 徴 は 、 こ の よ う に 緑 地 の 中 心 に 葛 葉 川

が 流 れ て い る こ と で す 。 葛 葉 川 に は ア ブ ラ ハ ヤ や ヨ

シ ノ ボ リ な ど の 魚 や 、 カ ゲ ロ ウ 、 ト ン ボ な ど の 水 生 昆

虫 が 、 ま た 流 れ 込 む 湧 水 に は ゲ ン ジ ボ タ ル も 生 息 し 、

多 様 な 生 物 相 を 見 る こ と が で き ま す 。

　 緑 地 全 体 を 見 渡 す と 、 川 に 近 い 場 所 で は 川 か ら の 湿

り 気 が 届 き 湿 潤 な 環 境 と な る た め 、 ト リ ノ フ ン ダ マ シ

類 な ど 湿 潤 な 環 境 を 好 む 生 き 物 が 見 ら れ ま す 。 ま た 、

川 か ら 台 地 の 上 に 登 る 尾 根 筋 で は 乾 燥 し た 環 境 に な

り ま す 。 こ の よ う に 葛 葉 緑 地 は 狭 い な が ら も 、 環 境 に

多 様 性 が あ る た め 、 動 物 ・ 植 物 と も に 多 種 多 様 な 生 き

物 が 生 息 す る 場 所 と な っ て い ま す 。

▲  葛 葉 緑 地 航 空 写 真

　 葛 葉 緑 地 に は 、 ほ と ん ど の 皆 さ ん が 見 た こ と が な い

と 思 わ れ る 生 き 物 も 生 息 し て い ま す 。 皆 さ ん は 光 る

生 き 物 と 聞 い て 何 を 思 い 浮 か べ ま す か ? 直 ぐ に 思 い

浮 か ぶ の が ホ タ ル で す ね 。 葛 葉 緑 地 か ら は ホ タ ル 類

が 5 種 類 ( そ の う ち ゲ ン ジ ボ タ ル と ヘ イ ケ ボ タ ル は 移

入 ) 確 認 さ れ て い ま す が 、 こ こ で ご 紹 介 す る の は ホ タ

ル で は あ り ま せ ん 。

　 ま ず は 、 そ の 名 も 「 ホ タ ル ミ ミ ズ 」 と い う 発 光 す る ミ

ミ ズ で す 。 日 本 に は 光 る ミ ミ ズ が 2 種 類 い ま す 。 １ 種

は こ の 「 ホ タ ル ミ ミ ズ 」 。 も う １ 種 は 砂 浜 の 汀 線 に 打

ち 上 げ ら れ た ゴ ミ の 下 な ど に 棲 む イ ソ ミ ミ ズ で す 。 

こ ち ら は 海 辺 の ミ ミ ズ な の で 、 残 念 な が ら 葛 葉 緑 地 に

は い ま せ ん 。

　 ホ タ ル ミ ミ ズ の 大 き さ は 、 伸 び て 長 さ 3 c m 太 さ

1 m m く ら い で 、 淡 い ピ ン ク 色 を し て い る 、 ち ょ っ と 透

き 通 っ た 感 じ の 小 さ な ミ ミ ズ で す 。

　 ホ タ ル ミ ミ ズ は 1 9 3 4 年 ( 昭 和 9 年 ) に 神 奈 川 県 大 磯

町 で 発 見 さ れ て 以 来 、 日 本 各 地 で 発 見 さ れ て は い ま し

た が 、 最 初 の 発 見 か ら 7 0 年 ほ ど の 間 に 全 国 で 2 0 件 程

度 の 発 見 例 し か な く 、 発 見 す れ ば す ぐ に 新 聞 記 事 に な

る ほ ど の と て も 珍 し い ミ ミ ズ と さ れ て い ま し た 。 し

か し 7 ～ 8 年 前 か ら 発 見 例 が 相 次 ぎ 、2 0 1 1 年 ( 平 成 2 3

年 ) に 名 古 屋 大 学 の 大 場 裕 一 博 士 ら が 名 古 屋 大 学 の

キ ャ ン パ ス 内 で た く さ ん の ホ タ ル ミ ミ ズ を 発 見 し た

こ と で 、 実 は ど こ に で も い る 普 通 種 で あ る こ と が 分

か っ て き ま し た 。

　 私 も 1 2 年 ほ ど 前 の 3 月 、 蛍 の 幼 虫 の 上 陸 を 観 察 に

行 っ た 際 、 平 塚 の 公 園 で 一 度 見 つ け た こ と が あ り 、 ま

た い つ か 見 つ け て み た い と 思 っ て い ま し た 。

　 2 0 1 5 年 ( 平 成 2 7 年 ) 1 1 月 3 0 日 、 く ず は の 家 の 駐 車 場

の 隅 を 何 気 な く 掘 っ て み た と こ ろ 、 小 さ な ミ ミ ズ が 出

て き ま し た 。 日 中 は 周 囲 が 明 る く 、 ホ タ ル ミ ミ ズ か ど

う か の 確 認 は で き な い の で 、 く ず は の 家 の 小 屋 裏 に 上

が り 戸 を 閉 め て 真 っ 暗 な 中 、 ミ ミ ズ に 刺 激 を 与 え て み

ま し た 。 す る と 尾 端 か ら 発 光 粘 液 を 出 し 、 淡 い 緑 色 の

発 光 が は っ き り と 判 り ま し た 。 ま さ に 灯 台 下 暗 し で 、

身 近 な と こ ろ に 生 息 し て い ま し た 。 く ず は の 広 場 の 地

表 に は 駐 車 場 周 辺 だ け で は な く 、 観 察 路 に も 、 こ の ミ

ミ ズ の も の と 思 わ れ る 糞 塊 が 無 数 に あ り 、 お そ ら く は

か な が わ ト ラ ス ト み ど り 財 団 2 0 1 7 冬 「 ミ ド リ 」n o. 1 0 78

数 万 匹 は 生 息 し て い る の で は な い か と 推 測 さ れ ま す 。

　 ホ タ ル ミ ミ ズ は 発 見 例 が 少 な か っ た こ と も あ り 、 そ

の 生 態 は よ く 分 か っ て い ま せ ん 。 た だ 、 ほ と ん ど の 発

見 が 冬 で あ り 、 特 に 1 1 月 か ら 3 月 頃 ま で に よ く 見 つ

か っ て い ま す 。 お そ ら く 夏 は 卵 の 状 態 で 過 ご し て い

て 、 見 つ か ら な い の で は な い で し ょ う か 。

　 と に か く 、 ホ タ ル ミ ミ ズ を 見 る の な ら こ れ か ら が ベ

ス ト シ ー ズ ン 。 特 に 今 頃 は 日 暮 れ が 早 い の で 、 野 外 で

発 光 を 見 る チ ャ ン ス で も あ り ま す 。

秦 野 断 層 付 近 か ら 上 流 の 葛 葉 峡 谷 を 望 む
（ え の き の 会 岩 石 文 科 会 制 作 ）

ジ オ ラ マ

る ミ ミ ズ っ て 見 た こ と あ る ？
～ 葛 葉 緑 地 は い ろ い ろ な 生 き 物 に 出 会 え る よ ～

く ず 　  は

葛 葉 緑 地 の 環 境

高 橋  孝 洋自 然 観 察 施 設 ・ く ず は の 家 所 長

葛 葉 緑 地 （ 秦 野 市 ）

葛 葉 緑 地 の 生 き 物

光



　 秦 野 市 の 中 心 か ら 直 線 距 離 に し て お よ そ 9 0 0 ｍ 、 住

宅 地 の 真 ん 中 に 葛 葉 緑 地 は あ り ま す 。 普 通 、 緑 地 と い

う と こ ん も り と 木 々 の 生 い 茂 っ た 丘 を 連 想 し ま す が 、

こ こ 葛 葉 緑 地 は ち ょ っ と 様 子 が 違 い ま す 。

　 丹 沢 山 塊 の 三 ノ 塔 を 源 頭 と し 、 秦 野 盆 地 の 北 側 を 南

東 方 向 に 流 れ 、 秦 野 市 落 合 付 近 で 金 目 川 に 合 流 す る 葛

葉 川 は 、 葛 葉 緑 地 の 辺 り で 台 地 を 深 く 削 り 、 最 も 深 い

と こ ろ で 約 3 0 ｍ の 切 り 立 っ た 崖 を 形 成 す る 葛 葉 峡 谷

を 形 作 っ て い ま す 。 こ の 崖 に は 河 畔 林 が 発 達 し ま し

た が 、 あ ま り に も 急 峻 な 崖 地 だ っ た た め 開 発 か ら 免

れ 、 緑 地 と し て 残 る こ と に な り ま し た 。 で す か ら 、 葛

葉 緑 地 を 台 地 の 上 に あ る 住 宅 地 か ら 見 る と 、 こ こ に 緑

地 が あ る よ う に は 見 え ず 、 逆 に 谷 に 降 り て み る と 、 こ

ん ど は 台 地 の 上 に 建 っ て い る 家 が 見 え な い の で 、 深 い

山 奥 に 迷 い 込 ん だ 気 が し ま す 。

　 ま た 、 丹 沢 山 塊 に 降 っ た 雨 は 深 い 谷 の 崖 か ら 地 下 水

と な っ て 浸 み だ し 、 葛 葉 川 に 清 流 を 生 み 出 し て い ま

す 。 今 年 は 梅 雨 の 時 期 に 雨 量 が 少 な か っ た た め か 、 緑

地 の 上 流 部 で は 水 が 涸 れ 川 底 が む き 出 し に な っ て い

ま す が 、 峡 谷 の 出 口 で は か な り の 水 量 が 流 れ て い ま

す 。 こ の 全 て が 緑 地 内 か ら の 湧 水 な の で す 。

　 葛 葉 緑 地 の 特 徴 は 、 こ の よ う に 緑 地 の 中 心 に 葛 葉 川

が 流 れ て い る こ と で す 。 葛 葉 川 に は ア ブ ラ ハ ヤ や ヨ

シ ノ ボ リ な ど の 魚 や 、 カ ゲ ロ ウ 、 ト ン ボ な ど の 水 生 昆

虫 が 、 ま た 流 れ 込 む 湧 水 に は ゲ ン ジ ボ タ ル も 生 息 し 、

多 様 な 生 物 相 を 見 る こ と が で き ま す 。

　 緑 地 全 体 を 見 渡 す と 、 川 に 近 い 場 所 で は 川 か ら の 湿

り 気 が 届 き 湿 潤 な 環 境 と な る た め 、 ト リ ノ フ ン ダ マ シ

類 な ど 湿 潤 な 環 境 を 好 む 生 き 物 が 見 ら れ ま す 。 ま た 、

川 か ら 台 地 の 上 に 登 る 尾 根 筋 で は 乾 燥 し た 環 境 に な

り ま す 。 こ の よ う に 葛 葉 緑 地 は 狭 い な が ら も 、 環 境 に

多 様 性 が あ る た め 、 動 物 ・ 植 物 と も に 多 種 多 様 な 生 き

物 が 生 息 す る 場 所 と な っ て い ま す 。
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▲  紅 葉 の 葛 葉 緑 地

▲ ホ タ ル ミ ミ ズ

　 葛 葉 緑 地 に は 、 ほ と ん ど の 皆 さ ん が 見 た こ と が な い

と 思 わ れ る 生 き 物 も 生 息 し て い ま す 。 皆 さ ん は 光 る

生 き 物 と 聞 い て 何 を 思 い 浮 か べ ま す か ? 直 ぐ に 思 い

浮 か ぶ の が ホ タ ル で す ね 。 葛 葉 緑 地 か ら は ホ タ ル 類

が 5 種 類 ( そ の う ち ゲ ン ジ ボ タ ル と ヘ イ ケ ボ タ ル は 移

入 ) 確 認 さ れ て い ま す が 、 こ こ で ご 紹 介 す る の は ホ タ

ル で は あ り ま せ ん 。

　 ま ず は 、 そ の 名 も 「 ホ タ ル ミ ミ ズ 」 と い う 発 光 す る ミ

ミ ズ で す 。 日 本 に は 光 る ミ ミ ズ が 2 種 類 い ま す 。 １ 種

は こ の 「 ホ タ ル ミ ミ ズ 」 。 も う １ 種 は 砂 浜 の 汀 線 に 打

ち 上 げ ら れ た ゴ ミ の 下 な ど に 棲 む イ ソ ミ ミ ズ で す 。 

こ ち ら は 海 辺 の ミ ミ ズ な の で 、 残 念 な が ら 葛 葉 緑 地 に

は い ま せ ん 。

　 ホ タ ル ミ ミ ズ の 大 き さ は 、 伸 び て 長 さ 3 c m 太 さ

1 m m く ら い で 、 淡 い ピ ン ク 色 を し て い る 、 ち ょ っ と 透

き 通 っ た 感 じ の 小 さ な ミ ミ ズ で す 。

　 ホ タ ル ミ ミ ズ は 1 9 3 4 年 ( 昭 和 9 年 ) に 神 奈 川 県 大 磯

町 で 発 見 さ れ て 以 来 、 日 本 各 地 で 発 見 さ れ て は い ま し

た が 、 最 初 の 発 見 か ら 7 0 年 ほ ど の 間 に 全 国 で 2 0 件 程

度 の 発 見 例 し か な く 、 発 見 す れ ば す ぐ に 新 聞 記 事 に な

る ほ ど の と て も 珍 し い ミ ミ ズ と さ れ て い ま し た 。 し

か し 7 ～ 8 年 前 か ら 発 見 例 が 相 次 ぎ 、2 0 1 1 年 ( 平 成 2 3

年 ) に 名 古 屋 大 学 の 大 場 裕 一 博 士 ら が 名 古 屋 大 学 の

キ ャ ン パ ス 内 で た く さ ん の ホ タ ル ミ ミ ズ を 発 見 し た

こ と で 、 実 は ど こ に で も い る 普 通 種 で あ る こ と が 分

か っ て き ま し た 。

　 私 も 1 2 年 ほ ど 前 の 3 月 、 蛍 の 幼 虫 の 上 陸 を 観 察 に

行 っ た 際 、 平 塚 の 公 園 で 一 度 見 つ け た こ と が あ り 、 ま

た い つ か 見 つ け て み た い と 思 っ て い ま し た 。

　 2 0 1 5 年 ( 平 成 2 7 年 ) 1 1 月 3 0 日 、 く ず は の 家 の 駐 車 場

の 隅 を 何 気 な く 掘 っ て み た と こ ろ 、 小 さ な ミ ミ ズ が 出

て き ま し た 。 日 中 は 周 囲 が 明 る く 、 ホ タ ル ミ ミ ズ か ど

う か の 確 認 は で き な い の で 、 く ず は の 家 の 小 屋 裏 に 上

が り 戸 を 閉 め て 真 っ 暗 な 中 、 ミ ミ ズ に 刺 激 を 与 え て み

ま し た 。 す る と 尾 端 か ら 発 光 粘 液 を 出 し 、 淡 い 緑 色 の

発 光 が は っ き り と 判 り ま し た 。 ま さ に 灯 台 下 暗 し で 、

身 近 な と こ ろ に 生 息 し て い ま し た 。 く ず は の 広 場 の 地

表 に は 駐 車 場 周 辺 だ け で は な く 、 観 察 路 に も 、 こ の ミ

ミ ズ の も の と 思 わ れ る 糞 塊 が 無 数 に あ り 、 お そ ら く は

数 万 匹 は 生 息 し て い る の で は な い か と 推 測 さ れ ま す 。

　 ホ タ ル ミ ミ ズ は 発 見 例 が 少 な か っ た こ と も あ り 、 そ

の 生 態 は よ く 分 か っ て い ま せ ん 。 た だ 、 ほ と ん ど の 発

見 が 冬 で あ り 、 特 に 1 1 月 か ら 3 月 頃 ま で に よ く 見 つ

か っ て い ま す 。 お そ ら く 夏 は 卵 の 状 態 で 過 ご し て い

て 、 見 つ か ら な い の で は な い で し ょ う か 。

　 と に か く 、 ホ タ ル ミ ミ ズ を 見 る の な ら こ れ か ら が ベ

ス ト シ ー ズ ン 。 特 に 今 頃 は 日 暮 れ が 早 い の で 、 野 外 で

発 光 を 見 る チ ャ ン ス で も あ り ま す 。

葛 葉 緑 地 の 珍 し い 生 き 物

ホ タ ル ミ ミ ズ   



▲  チ リ メ ン タ ケ と ヒ ラ タ キ ノ コ バ エ の 一 種

▲ ▶ ヒ ラ タ キ ノ コ バ エ の 一 種 の 様 子
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　 く ず は の 家 で は 、 例 年 秋 に 行 っ て い る き の こ の 観 察

会 を 、 今 年 は 6 月 2 5 日 （ 日 ） に 「 き の こ ウ ォ ッ チ ン グ ～ 初

夏 の 身 近 な き の こ 入 門 」 と し て 行 い ま し た 。

　 観 察 会 が 終 わ り 、 採 取 し た き の こ を 林 に 戻 そ う と し

て い た 時 、 チ リ メ ン タ ケ と い う き の こ の 表 面 に 何 か の

幼 虫 が い る の を 見 つ け ま し た 。 き の こ の 表 面 に 張 っ

た 粘 液 の 膜 の 下 に 、 長 さ 2 c m ほ ど で 体 節 に 黒 い 点 が あ

る 細 長 い 幼 虫 が い ま し た 。

　 私 は 以 前 、 発 光 生 物 の 宝 庫 で あ る 八 丈 島 に 、 発 光 キ

ノ コ や ニ ッ ポ ン ヒ ラ タ キ ノ コ バ エ と い う 発 光 性 の キ ノ

コ バ エ を 見 に 行 っ た こ と が あ り 、 そ の 際 見 た キ ノ コ バ

エ の 幼 虫 と 今 回 見 つ け た 幼 虫 が と て も よ く 似 て い た た

め 、 直 ぐ に こ の 仲 間 の 幼 虫 で は な い か と 思 い ま し た 。

　 こ の ヒ ラ タ キ ノ コ バ エ の 仲 間 は 日 本 国 内 に 何 種 類

か い て 、 そ の 全 て が 光 る わ け で は な い と の こ と で し た

の で 、 キ ノ コ バ エ の 付 い た チ リ メ ン タ ケ ご と 家 に 持 ち

帰 り 、 夜 、 暗 室 の よ う に な っ た 室 内 で 、 発 光 の 確 認 を し

ま し た 。

　 高 感 度 に 設 定 し た カ メ ラ で 2 0 分 間 露 出 し た と こ

ろ 、 幼 虫 の 発 光 を 写 す こ と が で き ま し た 。 さ ら に 真 っ

暗 な 空 間 に 慣 れ た 眼 は 、 こ の 幼 虫 の 出 す 幽 か な 光 を 捕

ら え る こ と が で き 、 肉 眼 で も 発 光 を 確 認 す る こ と が で

き ま し た 。

　 神 奈 川 県 内 で ヒ ラ タ キ ノ コ バ エ の 仲 間 の 発 光 性 幼

虫 に つ い て の 報 告 が あ る か 、 神 奈 川 県 昆 虫 誌( 2 0 0 4 年,

神 奈 川 昆 虫 談 話 会 ) を は じ め 、 生 命 の 星 ・ 地 球 博 物 館 、

発 光 生 物 の 研 究 者 へ の 問 い 合 わ せ 等 で 探 し ま し た が 、

記 録 は 無 く 、 ど う や ら 神 奈 川 県 内 で は こ れ が 初 確 認 と

な る よ う で す 。

　 た だ 、 い ろ い ろ な 方 に 伺 う 中 で 、 キ ノ コ バ エ の 仲 間

を 分 類 し て い る 研 究 者 は 現 在 日 本 に 一 人 も い な い ら

し く 、 こ れ 以 上 は 調 べ ら れ な い こ と が 分 か り ま し た 。

　 と に か く 、 ヒ ラ タ キ ノ コ バ エ の 仲 間 の 発 光 す る 幼 虫

が 葛 葉 緑 地 に い て 、 神 奈 川 県 で は 現 在 こ こ だ け で 確 認

さ れ て い る と い う こ と は 確 か な よ う で す 。

　 元 々 は 、 秋 に 見 ら れ な い き の こ を 探 し て み よ う と い

う こ と か ら 始 め た 観 察 会 が 、 瓢 簞 か ら 駒 、 と ん で も な

い も の の 発 見 に 繋 が り ま し た 。

　 今 で こ そ 、 葛 葉 川 の も た ら し た 多 様 な 環 境 は 、 葛 葉

緑 地 に お い て さ ま ざ ま な 生 き 物 を 育 ん で い ま す が 、

1 9 6 0 年 （ 昭 和 3 5 年 ） 頃 の 航 空 写 真 を 見 る と 、 葛 葉 緑 地

付 近 は 薪 炭 林 と し て 利 用 さ れ て い た よ う で 、 急 斜 面 に

も か か わ ら ず 、 皆 伐 さ れ た 様 子 が 見 て 取 れ ま す 。 葛 葉

緑 地 に ム サ サ ビ や ニ ホ ン リ ス な ど 樹 上 性 の リ ス の 仲

間 が 見 ら れ な い の は そ の せ い だ と 思 わ れ ま す 。

　 地 上 を 歩 く 生 き 物 や 羽 の あ る 生 き 物 は 、 そ の 後 移 り

住 ん で き て こ こ に 定 着 し ま し た 。 周 囲 が 開 発 さ れ て

い く 中 で 、 決 し て 広 く は な い 葛 葉 緑 地 で す が 、 そ れ ら

の 生 き 物 た ち の シ ェ ル タ ー に な っ て い る よ う で す 。 

皆 様 の お 力 に よ る 緑 地 の 保 存 で 、 生 き 物 た ち の す み か

が 未 来 永 劫 に 維 持 さ れ て い く こ と を 願 っ て い ま す 。

1 0

プ ロ フ ィ ー ル

高 橋  孝 洋
T a k a h a s hi   T a k a hi r o

元 神 奈 川 県 立 高 等 学 校 生 物 教 諭

1 9 8 0 年 よ り 秦 野 市 内 の ホ タ ル 類 の 生 息 調 査 お よ

び 保 護 活 動 を 行 う 。

2 0 0 6 年 か ら 自 然 観 察 施 設 「 秦 野 市 く ず は の 家 」 所

長 に 就 任 。

発 光 す る 生 物 に 興 味 を 持 ち 、 葛 葉 緑 地 内 か ら 2 0 1 5

年 ホ タ ル ミ ミ ズ を 発 見 、2 0 1 7 年 発 光 性 ツ ノ キ ノ コ

バ エ の 幼 虫 を 発 見 し た 。

お わ り に

ヒ ラ タ キ ノ コ バ エ の 一 種   

葛 葉 緑 地 の 生 き 物
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渡 渉 石渡 渉 石渡 渉 石渡 渉 石

看 板

グ ラ ン ド ホ テ ル
神 奈 中 ・ 秦 野

南 口

北 口

城 島 医 院

川 口 医 院
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▲  く ず は の 吊 り 橋

1 1

電  車 ・ バ  ス  の  場  合

● 小  田  急  線  秦  野  駅  北  口 よ り バ ス で  約 7 分

神 奈 中 バ ス 2 番 乗 り 場 か ら 出 る ど の バ ス で も 、
停 留 所 「 宮 上 」 を 通 り ま す 。

イ ン タ ー 出 口 を 左 折
「 河 原 町 」 交 差 点 を 左 折 、2 k m ほ ど 直 進 し
2 4 6 号 線 の 高 架 を く ぐ り 、「 宮 上 」 の 信 号 よ り
5 0 m ほ ど 先 の （ 赤 い レ ン ガ の 二 階 建 て の 家 が 目 印 ）
右 手 の 路 地 へ 右 折 （ 看 板 あ り ）

善 波 峠 の ト ン ネ ル を 抜 け 秦 野 市 内 に 入 り 、
3 k m ほ ど 進 み 、 曽 屋 イ ン タ ー チ ェ ン ジ オ フ ラ ン プ を
斜 め に 左 折
県 道 7 0 5 号 線 「 曽 屋 神 社 西 」 交 差 点 T 字 路 を 右 折
2 4 6 号 線 の 高 架 を く ぐ り 、「 宮 上 」 の 信 号 よ り
5 0 m ほ ど 先 の （ 赤 い レ ン ガ の 二 階 建 て の 家 が 目 印 ）
右 手 の 路 地 へ 右 折 （ 看 板 あ り ）

「 曽 屋 」 の 信 号 を 左 折 、 す ぐ に 「 宮 上 」 の 信 号 を 左 折
5 0 m ほ ど 先 の （ 赤 い レ ン ガ の 二 階 建 て の 家 が 目 印 ）
右 手 の 路 地 へ 右 折 （ 看 板 あ り ）

バ ス 停 「 宮 上 」 下 車 徒 歩 約 3 分 （ 少 し 戻 る ）

● 菩 提 経 由 「 横 野 入 口 」 行 き

● 大 倉 入 口 経 由 「 渋 沢 駅 北 口 」 行 き

● 榎 木 堂 経 由 「 高 砂 車 庫 」 行 き

ア ク セ ス

車 の 場 合 無 料 駐 車 場 あ り （ 2 5 台 ）

● 東 名 高 速 　 秦 野 中 井 イ ン タ ー よ り

● 国 道 2 4 6 号 線 　 厚 木 方 面 よ り

● 国 道 2 4 6 号 線 　 小 田 原 方 面 よ り

お 勧 め 徒 歩 ル ー ト
（ 徒 歩 約 2 5 分 ）

バ ス 約 7 分

下 車 徒 歩 約 3 分     

6 校 　 1 2 / 1 5

　 バ ス

② 番 乗 り 場

か な が わ の
ナ シ ョ ナ ル ・ ト ラ ス ト 第 1 号 葛 葉 緑 地 ア ク セ ス M A P秦 野 市

〒 2 5 7- 0 0 3 1 秦 野 市 曽 屋 1 1 3 7 番 地 0 4 6 3 - 8 4 - 7 8 7 4（ 秦 野 市 く ず は の 家 ）

く  ず 　   　  は
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緑 の 募 金

平 成 2 9 年 度   緑 化 運 動 ・ 育 樹 運 動 コ ン ク ー ル
「 緑 化 運 動 ・ 育 樹 運 動 コ ン ク ー ル 」 は 、 緑 の 募 金 運 動 に よ っ て 行 わ れ て い ま す 。

標 語 コ ン ク ー ル  最 優 秀 賞

ポ ス タ ー 原 画 コ ン ク ー ル  最 優 秀 賞

【 小 学 校 の 部 】 【 中 学 校 の 部 】

【 小 学 校 の 部 】 湯 河 原 町 立 吉 浜 小 学 校 5 年 　 和 田 　 遥 さ ん

わ 　 だ 　 　 は る か

守 ろ う よ 　 1 0 0 年 後 も 　 こ の 緑

【 中 学 校 の 部 】
ま さ お か  り ょ う た  ろ う

川 崎 市 立 犬 蔵 中 学 校 3 年 　 政 岡 稜 太 郎 さ ん

【 一 般 の 部 】
は ま  だ 　  さ き  こ

横 浜 市 　 濱 田 咲 子 さ ん

【 講 評 】  え っ “ せ ん じ ゅ か ん の ん ”! ?  

思 わ ず 笑 み が こ ぼ れ て し ま う ユ ー モ

ラ ス な 作 品 で す が 、 木 を 植 え る 大 変

さ も 伝 わ っ て き ま す 。 滴 る 汗 も 効 果

的 で す 。 そ れ ぞ れ の 手 が 握 っ て い る

木 を よ く 見 る と 針 葉 樹 と 広 葉 樹 を 描

き 分 け ら れ て い ま す 。 多 種 類 の 木 を

植 え よ う と い う 思 い が 表 現 さ れ て い

ま す 。

【 講 評 】   暗 い 茶 色 の 星 で ロ ボ ッ ト が

植 物 の 苗 を 植 え て い る S F 的 な 作 品 で

す 。 緑 の 苗 か ら は 光 が 発 散 さ れ て い

る よ う に 、 緑 が 生 命 の 根 源 で あ る こ

と が わ か り ま す 。 中 に 浮 か ぶ 水 色 の

星 は 地 球 で し ょ う か 。 月 に 緑 が 増 え

れ ば … 。 緑 の 審 査 会 場 の 中 で 目 立 つ

絵 で も あ り ま し た 。

【 講 評 】   “ ヤ ド リ キ ” は 木 の 枝 に 寄 生

し て 生 き る 植 物 で す が 、 こ の 絵 の “ や

ど り 木” は 生 命 が と ど ま る 場 所 と い う

意 味 で し ょ う か 。 生 命 が 宿 る 大 樹 を

表 現 し て い る 作 品 で す 。 力 強 く リ ア

ル に 描 か れ た 幹 、 多 様 な 緑 で 描 か れ

た 葉 、 シ ル エ ッ ト で 普 遍 化 し た 生 き

物 た ち も 効 果 的 で す 。

【 講 評 】  1 0 0 年 後 と い う 言 葉 に 、 次 世 代 に つ な い で い こ

う と い う 「 息 の 長 い 取 り 組 み 」 で ち ょ っ と や そ っ と じ ゃ

緑 化 は で き な い ん だ と い う メ ッ セ ー ジ が 込 め ら れ て い

ま す 。 守 る こ と も 、 ふ や す こ と も 、 地 道 な 取 り 組 み で あ る

と い う こ と が 伝 わ っ て き ま し た 。

人 と 森 　 共 に 育 て る 　 緑 化 の 輪
【 講 評 】  標 語 と し て 、 非 常 に 親 し み や す い 文 章 で し た 。

内 容 も 、「 緑 化 す る こ と で 、 人 も 森 も 育 つ 」 と い う と こ ろ

が 印 象 的 で す 。 た だ 緑 化 を す れ ば 良 い と い う と い う こ

と で は な く 、 緑 化 す る こ と で 、 人 の 心 を 育 て て い く ん だ

と い う メ ッ セ ー ジ を 感 じ ま し た 。

今 植 え る 　 緑 で 繋 ぐ 　 次 世 代 へ

【 講 評 】  か つ て の 流 行 語 に 、「 今 で しょ !」 と い う の が あ り

ま し た 。 こ の 標 語 の 「 今 」 と い う の が と て も 効 い て い て 、

見 た 人 を 引 き つ け る も の が あ り ま す 。「 今 や ら な く て は 」

と い う 切 実 感 や 切 迫 感 が う か が え ま す 。 一 般 の 部 の 作 品

ら し く 、 今 だ け で な く 、 今 や っ て い る こ と を 次 世 代 の 人 へ

も つ な い で い か な く て は と い う こ と な の で し ょ う 。 あ と

で は な く 、「 今 で し ょ !」 。

横 浜 市 立
小 机 小 学 校 4 年 　 高 原 明 希 さ ん

「 木 を た く さ ん 植 え よ う 」 「 緑 が ふ え れ ば 」 「 や ど り 木 」
た か は ら 　 は る  き 神 奈 川 県 立 小 田 原 城 北

工 業 高 等 学 校 3 年 　 　  武 井 ゆ き のさ ん

た け   い

【 高 等 学 校 の 部 】

小 田 原 市 立
千 代 中 学 校 2 年 　 野 村 芽 生 さ ん

の  む ら 　  め  い
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　 小 学 生 か ら 高 校 生 ま で を 対 象 と し

た 森 に 親 し む 体 験 学 習 を 毎 年 行 っ て

い ま す 。 今 年 は 森 林 の 探 検 や キ ャ ン

プ 、 林 業 体 験 な ど さ ま ざ ま な 活 動 を

行 い ま し た 。

第 1 回 目 は 6 月 に 県 立 四 季 の 森 公 園 で

自 然 観 察 会 を 開 催

第 ２ 回 目 は 足 柄 森 林 公 園 丸 太 の 森 で

キ ャ ン プ 。 林 業 体 験 で サ サ 刈 り に 挑 戦

キ ャ ン プ と い え ば キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー

緑 の 募 金 に よ る 活 動

　 ロ シ ア の 森 林 管 理 局 の 人 と 記 念 植 樹 を 行 い ま し た 。 ま た い つ か 、 ハ バ ロ

フ ス ク に 行 っ て 、 植 え た 木 が ど れ く ら い 大 き く な っ て い る か 見 に 行 き た い

な ぁ と 思 っ て い ま す 。

か な が わ ジ ュ ニ ア ・ フ ォ レ ス タ ー 教 室

　 ポ ー ラ 美 術 館 に 隣 接 す る ト ラ ス ト 緑 地 の 箱 根 小 塚 山

緑 地 で 今 年 も ハ コ ネ ダ ケ の 除 去 作 業 を 行 い ま し た 。 

2 0 1 2 年 か ら 継 続 し て お り 、 緑 地 一 面 に 繁 茂 す る ハ コ ネ

ダ ケ を 手 鋸 で 刈 っ て い ま す 。 毎 年 の 活 動 の 成 果 に よ り 下

層 植 生 の 回 復 が 見 ら れ て き ま し た 。

緑 の 募 金 に よ る 活 動 箱 根 小 塚 山 で ハ コ ネ ダ ケ 刈 り 作 業

　 7 月 3 1 日（ 日 ）～ 8 月 6 日（ 日 ）に 日 本 と ロ シ ア

両 国 の 友 好 親 善 の 輪 を 広 げ 、 国 際 的 な 視 野 に

立 っ た 人 材 を 育 成 す る 国 際 交 流 事 業 が 開 催

さ れ ま し た 。 神 奈 川 県 か ら 「 か ま く ら 緑 の 探

偵 団 」 の 団

員 が 2 名 参

加 し ま し た 。

緑 の 募 金 に よ る 活 動 緑 の 少 年 団 ロ シ ア に 行 く ～ 緑 の 少 年 団 国 際 交 流 事 業 ～

第 1 回   6 月 2 4 日 ( 土)2 0 1 7

9 月 1 3 日 ( 水)
2 0 1 7

第 3 回   1 0 月 2 1 日 ( 土)2 0 1 7

第 2 回   7 月 2 9 日 ( 土) ～ 3 0 日 ( 日)
2 0 1 7

第 ３ 回 目 は 県 立 秦 野 戸 川 公 園 。 木 工

ク ラ フ ト と し て 竹 笛 作 り に 挑 戦

ダ イ ド ー ド リ ン コ 株 式 会 社 よ り 飲 み

物 の 提 供

7 月 3 1 日 ( 日) ～ 8 月 6 日 ( 日)
2 0 1 7

団 員 の 感 想
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一 里 塚 ・ 四 方 山 話 3
い ち   り   づ か 　 　    よ    も   や ま

ム サ サ ビ

　 私 が 神 奈 川 県 森 林 イ ン ス ト ラ ク タ ー と な っ た 初 期 の

頃 、 や ど り き 水 源 林 で 自 然 観 察 の 研 修 会 が あ り ま し た 。 

そ こ で 講 師 か ら 「 こ こ に は い ろ い ろ な 動 物 が 棲 ん で い ま

す ね 」 と 一 言 。

　 え ！ え っ ！ ど こ に い る の ？ 当 時 の 私 に は ま っ た く そ

の 痕 跡 す ら 見 え ま せ ん で し た 。 こ れ ま で 山 で 見 た 動 物

と 言 え ば 、 登 山 途 中 で 会 っ た カ モ シ カ や モ モ ン ガ や オ コ

ジ ョ 。 森 林 に は い ろ い ろ な 動 物 が 棲 ん で い る 事 を 頭 で

は わ か っ て い て も 、 そ の 実 感 は あ り ま せ ん で し た 。

　 そ の 後 、 や ど り き 水 源 林 で 「 県 民 参 加 の モ ニ タ リ ン

グ 」 が 行 わ れ 、 私 は こ の 動 物 班 に 参 加 の 機 会 を 得 て 動 物

調 査 の 手 法 の 一 部 を 指 導 者 に 教 え て い た だ き ま し た 。

終 了 後 も 調 査 を 続 け 、 動 物 に 遭 遇 す る こ と が 時 も 増 え

て き ま し た 。 な か で も 一 番 会 え る の が ム サ サ ビ で す 。

　 ム サ サ ビ は 夜 行 性 で す が 、 昼 間 樹 洞 や 巣 箱 の 入 口 一

杯 に 顔 を 出 し て い る こ と が あ り ま す 。 ド ン グ リ 眼 に 肌 色

の 丸 い 鼻 、 頭 か ら 頬 の 帯 状 の 白 い 毛 が 目 立 ち ま す 。

　 あ る 年 の 1 2 月 初 旬 、 ム サ サ ビ が 樹 洞 か ら 出 る と こ ろ

を 観 察 し よ う と 寒 さ に 震 え な が ら 見 守 る と 、 日 没 3 0 分

後 に 約 束 し た よ う に 樹 洞 か ら 出 て 来 ま し た 。 す る っ と

出 て 来 る と 、 息 を つ く 間 も な く 木 の 上 に す る す る と 登

り 、 ど こ か に 滑 空 し て い き ま し た 。 ほ ん の 一 瞬 の 出 来 事

で し た 。 翌 年 は 別 の 樹 洞 で 待 っ て い る と 、 飛 膜 を 広 げ て

頭 上 を 滑 空 し て い き ま し た 。 ま さ に 「 空 飛 ぶ 座 布 団 」 で

す 。 尾 で バ ラ ン ス を と っ て 立 木 を 上 手 に か わ し な が ら

滑 空 す る 様 は 感 動 も の で す 。 残 念 な が ら 未 だ に 樹 洞 を

出 た 後 の ム サ サ ビ を 追 跡 で き ず に い ま す 。 そ れ で も ス

ギ の 球 果 や 広 葉 樹 の 葉 の 食 痕 が た く さ ん 落 ち て い る の

を 発 見 す る と 、 ム サ サ ビ が 木 の 上 で 無 心 に 食 べ て い る

様 子 を 思 い 描 き 、 嬉 し く な っ て し ま い ま す 。

　 や ど り き 水 源 林 に は 同 じ く 森 林 を 滑 空 す る 「 ホ ン ド

モ モ ン ガ 」 も い ま す 。 顔 の 割 に 大 き な ま ん 丸 の 眼 が と て

も か わ い い で す 。 や ど り き 水 源 林 に お い で に な っ た ら 、

樹 洞 を 探 し て み て く だ さ い 。 も し か し た ら 樹 洞 の 中 か

ら 顔 を 出 し て い る 彼 ら に 会 え る か も し れ ま せ ん 。

　 各 地 の 森 林 や 緑 地 で 活 躍 す る 森 林 イ ン ス ト ラ ク タ ー か ら 自 然

環 境 に ま つ わ る 、 さ ま ざ ま な 話 を 聞 く 連 載 企 画 。 一 里 歩 い て 一 里

塚 で 休 息 を す る よ う な 、 そ ん な 肩 肘 張 ら な い お 話 で す 。

神 奈 川 県 森 林 イ ン ス ト ラ ク タ ー 滝 澤 洋 子

ア カ テ ガ ニ 放 仔 観 察 会 2 0 1 7小 網 代 の 森 2 0 1 7  7 月 2 2 日 ( 土)・ 2 3 日 ( 日) 、 8 月 2 2 日 ( 火 ）

　 今 年 も ア カ テ ガ ニ 放 仔 観 察 会 を 開 催 し ま し た 。 本 事 業 は 神

奈 川 県 職 員 や N P O 法 人 小 網 代 野 外 活 動 調 整 会 議 ス タ ッ フ の

連 携 に よ っ て 実 施 さ れ 、 毎 年 恒 例 の イ ベ ン ト と な っ て い ま す 。

　 太 陽 が 西 に 傾 き 始 め た 頃 、 講 師 か ら ア カ テ ガ ニ の 生 態 や 観

察 方 法 に つ い て 話 を 聞 き 、 長 靴 に 履 き 替 え て 参 加 者 は 海 に 入

り ま す 。 日 没 か ら 3 0 分 程 で ア カ テ ガ ニ は 子 を お 腹 に 抱 え 海 に

放 つ （ 放 仔 ） た め 岸 を 訪 れ ま す 。 そ れ を 邪 魔 し な い よ う そ っ と

海 か ら 観 察 す る の で す 。

　 今 年 は 3 回 の 実 施 で 2 1 6 名 の 参 加 者 が 観 察 で き ま し た 。 引

き 続 き 、 生 き も の の 不 思 議 と 小 網 代 の 森 の 魅 力 を 知 る 企 画 を

作 り 、 小 網 代 の 森 の 保 全 に 努 め て い き ま す 。

ほ う  し

ア カ テ ガ ニ 放 仔 観 察 会 に つ い て

お 寄 せ い た だ い た 中 か ら 一 部 を 紹 介 し ま す 。

　 　 い つ も だ と カ ニ は 見 れ な い か ら 、 す ご い お も い

で に な っ た で す 。  ア カ テ ガ ニ は あ か ち ゃ ん を う む と き

「 ぶ る ぶ る 」 ふ る え る と こ ろ  が  楽 し か っ た で す 。  （ E r e k a さ ん よ り ）

　 　 夕 方 、 参 加 者 の 私 た ち が 海 に 入 り 、 ア カ テ ガ ニ が 這 い 出 し て

き て 、 波 打 ち 際 で 放 仔 す る 様 子 を 観 察 。 自 然 界 の 営 み の 素 晴

ら し さ  に  大 変  感  動  し ま し た  。  （ 池 田 さ ま よ り ）



予 備 日 ：  な  し

開 催 日 内  容 ・ 活  動 ・ 集 合 場 所 ・ 時 間 な ど 定  員 ・ 締  切  ほ  か

1 5か な が わ ト ラ ス ト み ど り 財 団 2 0 1 7 冬 「 ミ ド リ 」n o. 1 0 7

横 浜 た ち ば な ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ か ら の 寄 附 金 に 感 謝 状 贈 呈 2 0 1 7  8 月 2 9 日 ( 火 ）

　 8 月 1 8 日 （ 金 ） に 横 浜 た ち ば な ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ よ り

小 網 代 の 森 緑 地 の 保 全 の た め に と 多 額 の 寄 附 を い た だ

き 、8 月 2 9 日 （ 火 ） ホ テ ル 横 浜 キ ャ メ ロ ッ ト ジ ャ パ ン で の

例 会 に て 財 団 西 ケ 谷 専 務 理 事 よ り 木 製 の 感 謝 状 を 贈 呈

し ま し た 。

　 贈 呈 後 に は 、 お 礼 と 挨 拶 の 言 葉 、 小 網 代 の 森 の 魅 力 や

保 全 方 法 に つ い て 紹 介 さ せ て い た だ き ま し た 。

▲  横 浜 た ち ば な ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ 板 津 会 長 （ 左 ） と 財 団 西 ケ 谷 専 務 （ 右 ）

会 員 掲 示 板

優 待 施 設 か ら の お 知 ら せ

「 1 0 0 点 の 名 画 で め ぐ る
　 　 　 　 　 　  1 0 0 年 の 旅 」

ポ ー ラ 美 術 館

ポ ー ラ 美 術 館

5 組 1 0 名 様 に プ レ

ゼ ン ト し ま す 。 応 募

は 『 1 0 7 号 ポ ー ラ 美

術 館 招 待 券 』 ／ 「 ミ

ド リ 」 の 感 想 ／ 〒 ／

住 所 ／ 連 絡 先 ／ 氏 名

を 明 記 し 、E メ ー ル 、

F A X 、 ハ ガ キ に て 。

発 表 は 発 送 を も っ

て 代 え さ せ て い た

だ き ま す 。

（ 締 切 1 / 3 1 ）

箱 根 町 仙 石 原 小 塚 山 1 2 8 5 0 4 6 0 - 8 4 -2 1 1 1
ア ン リ ・ マ テ ィ ス 《 リ ュ ー ト 》

ポ ー ラ 美 術 館 収 蔵

　 2 0 1 7 年 、 ポ ー ラ 美 術 館 は 開 館 1 5 周 年 を 記 念 し 、 特 別 な コ レ ク シ ョ ン 展 を 開 催 い た し ま す 。 当

館 の コ レ ク シ ョ ン に は 、1 9 世 紀 か ら 2 0 世 紀 ま で の 重 要 な 画 家 の 作 品 が 、 体 系 立 っ て 集 め ら れ て

い る と い う 特 徴 が あ り ま す 。 今 回 の 展 覧 会 で は 、 数 あ る 当 館 収 蔵 絵 画 の な か か ら 、 西 洋 絵 画 7 1

点 、 日 本 の 洋 画 2 9 点 を 厳 選 い た し ま し た 。 こ の 1 0 0 点 を ご 覧 い た だ く こ と で 、 西 洋 と 日 本 の 近

代 絵 画 の 流 れ を 追 う こ と が で き ま す 。

特 別 招 待 券 を
プ レ ゼ ン ト ！

会 期 中 無 休

ポ ー ラ 美 術 館 開 館 1 5 周 年 記 念 展

【 会 期 】  2 0 1 8 年 3 月 1 1 日 （ 日 ） ま で 開 催 予 定

県 民 参 加 の 森 林 づ く り 活 動
※ 定 員 に な り 次 第 締 切

1 月

2 0 1 8 年2 0 1 8 年

1 0 0 人

（ 先 着 順 ）

竹 林 整 備 受 付 中

【 集 合 】  小 田 急 多 摩 線 

栗 平 駅 南 口 ： 8 時 3 0 分 （ 徒 歩 で 移 動 ）

2 0 日 （ 土 ） 川 崎 市 麻 生 区 
栗 木 山 王 山 特 別 緑 地

【 活 動 場 所 】

【 申 込 先 】  （ 公 財 ） か な が わ ト ラ ス ト み ど り 財 団 み ど り 企 画 課 　

             〒 2 2 0- 0 0 7 3 横 浜 市 西 区 岡 野 2- 1 2- 2 0

                 0 4 5- 4 1 2- 2 3 0 0      mi d o ri @ k t m. o r. j p      w w w. k t m. o r. j p

【 申 込 方 法 】  イ ベ  ン ト 内 容 を ご 確 認 の 上 、 ● 参 加 を 希 望 す る イ ベ ン ト 名 ● 参

加 希 望 者 全 員 の 氏 名 ・ 住 所 ・ 電 話 番 号 ● 会 員 の 方 は 会 員 番 号 を 明 記 し て 、

F A X ・ E メ ー ル ・ ハ ガ キ ・ 財 団 W E B サ イ ト に て お 申 し 込 み く だ さ い 。 　

【 雨 天 の 場 合 】  原 則 と し て 雨 天 決 行 で す 。 集 合 場 所 に て 講 師 が コ ー ス 変 更 等 を 判 断 し ま す 。 

【 持 ち 物 と 服 装 】  筆 記 用 具 、 雨 具 、 弁 当 、 水 筒 、 敷 物 、 長 袖 、 長 ズ ボ ン 、 歩 き や す い 靴 で ご 参 加 く

だ さ い 。   【 お 願 い 】 集 合 時 間 に な り ま し た ら 出 発 し ま す 。 遅 れ な い よ う ご 注 意 く だ さ い 。  コ ー

ス 内 の バ ス 代 は 各 自 負 担 と な り ま す 。

申 込 方 法 申 込 方 法

【 コ ー ス 】 三 崎 口 ⇒    ⇒ 引 橋 入 口 ～ 小 網 代 中 央 の 谷 コ ー ス ～ エ ノ キ テ

ラ ス 現 地 解 散( 昼 食 や 午 後 散 策 で き ま す ） ※ 森 内 解 散 の た め 小 網 代 湾 、

三 崎 港 方 面 、 三 崎 口 駅 帰 路 の 案 内 地 図 を 差 し 上 げ ま す 。

◆ 小 網 代 の 森 の 四 季 折 々 の 自 然 環 境 の 移 ろ い や 動 植 物 を 観 察 で き る 定 例 ト
ラ  ス  ト ・ ガ  イ  ド  を  毎  月  実  施  し  ま  す  。

【 集 合 】　 　 　 京 浜 急 行

三 崎 口 駅 改 札 前

【 講 師 】　 　 　 　 Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 

小 網 代 野 外 活 動

調 整 会 議

小 網 代 の 森 各 回 2 0 人 ( 先 着 順 ) ※ 受 付 は 各 開 催 前 月 1 日 か ら 開 始

2 月 1 0 日 (土 )
受 付 : 1 / 1 ～

3 月 1 0 日 (土 )
受 付 : 2 / 1 ～

1 0 時 ～ 1 2 時 3 0 分

学 生 （ 小 ～ 大 ） 1 0 0 円

会 員

一 般

無  料
1 , 0 00 円

【 申 込 先 】（ 公 財 ） か な が わ ト ラ ス ト み ど り 財 団 み ど り 森 林 課

  　 　  　 　0 4 5 - 4 1 2- 2 2 5 5 　 　 0 4 5- 4 1 2- 2 3 0 0

　 　 　  　 　 mi d o ri @ k t m. o r. j p 　 　 w w w. k t m. or.j p

【 申 込 方 法 】  活 動 内 容 を ご 確 認 の 上 、 ● 参 加 希 望 日 ● 参 加 希 望 者 全 員 の 氏

名 （ ふ り が な ）・ 住 所 ・ 電 話 番 号 ● 森 林 整 備 活 動 登 録 番 号 を お 持 ち の 方 は 登

録 番 号 を 明 記 し て 、 ハ ガ キ ・ 電 話 ・ F A X ・ E メ ー ル ・ 財 団 W E B サ イ ト に て お 申

し 込 み く だ さ い 。

【 荒 天 の 場 合 】 予 備 日 の あ る 場 合 は 延 期 又 は 中 止 。 

【 実 施 の 可 否 の 確 認 方 法 】  実 施 日 前 日 の 1 8 時 以 降 に 、 電 話 （ 0 4 5 - 4 1 2 - 2 2 5 5 ） で ご 確 認

く だ さ い 。 録 音 テ ー プ で ご 案 内 し ま す 。

ト ラ ス ト 会 員 募 集 中 !詳 し く は  裏  表  紙 を ご  覧 く だ さ い

※ 写 真 は イ メ ー ジ で す

※ 写 真 は イ メ ー ジ で す

※ コ ー ス 内 の バ ス 代 は 各 自 負 担 と な り ま す

主 催 イ ベ  ン ト
か な が わ ト ラ ス ト み ど り 財 団

（ 2 0 1 8. 2 ～ 2 0 1 8. 3 ）2 0 1 7 年 度

バ ス 乗 車

小 網 代 の 森 第 ２ 土  曜  日

ト  ラ  ス  ト ・ ガ  イ  ド



1 6 か な が わ ト ラ ス ト み ど り 財 団 2 0 1 7 冬 「 ミ ド リ 」n o. 1 0 7

か な が わ ト ラ ス ト 緑 地 ・ ヤ マ ユ リ 自 生 地 再 生 チ ャ レ ン ジ 始 動

『 か な ユ リ ・ チ ャ レ ン ジ 』

　 財 団 事 務 局 に 会 員 の 方 か ら 一 通 の お 手 紙 を い た だ

き ま し た 。 そ こ に は 、 昨 年 起 き た 「 津 久 井 や ま ゆ り 園 」

で の 大 変 痛 ま し い 事 件 の こ と 、 ご 自 身 も 障 害 の あ る お

子 様 を 施 設 に 預 け る こ と へ の 葛 藤 と 不 安 、 そ し て 事 件

の ト ピ ッ ク ス と し て “ ヤ マ ユ リ ” と い う 文 字 が ニ ュ ー

ス 記 事 に 出 る た び に 悲 し み つ つ 、 そ の 昔 に

は 、 ど こ に で も ヤ マ ユ リ が 咲 き 誇 り 、 人 々

を 楽 し ま せ て い た こ と を 思 い 出 し 、 そ の 昔

の ヤ マ ユ リ が 咲 く 里 山 の 情 景 を 地 元 に 復

活 し て も ら え な い か と い う 内 容 で し た 。

　 ヤ マ ユ リ は 神 奈 川 県 の 県 花 と し て 県 民

に 愛 さ れ 、 そ の 容 姿 の 美 し さ が 讃 え ら れ る

ほ ど 、 里 山 を 彩 る シ ン ボ ル 的 な 存 在 で す 。 

し か し 現 在 、 財 団 で 保 全 す る 県 内 の ト ラ

ス ト 緑 地 で 調 査 し た と こ ろ 、 数 か 所 で 見 ら れ る だ け で

し た 。

　 こ の 手 紙 を き っ か け と し て 財 団 で は 、 ト ラ ス ト 緑 地

で ヤ マ ユ リ の 自 生 地 を 再 生 す る 事 業 を 開 始 し ま す 。

　 こ の 事 業 で は 、 林 床 の 環 境 を 整 え る 草 刈 等 を 実 施 す

る ほ か 、 緑 地 で ヤ マ ユ リ の 球 根 や 種 を 採 取 し 、 平 塚 市

の 社 会 福 祉 法 人 進 和 学 園 へ 栽 培 ・ 育 成 を 依 頼 し ま す 。 

そ こ で 増 え た 球 根 を 緑 地 に 戻 す 事 業 を 展 開 し 、 自 生 地

を 回 復 さ せ て い く 予 定 で す 。

　 昔 、 里 山 で 見 ら れ た ヤ マ ユ リ が 咲 く 風 景 を 復 活 さ

せ 、 多 く の 人 々 の 心 を 癒 し 、 地 域 の 憩 い の 場 所 と し て

再 生 し て い け れ ば と 考 え て い ま す 。 

　 ヤ マ ユ リ は 宿 根 草 で 数 年 育 成 し て 開 花 が 見 ら れ る

植 物 の た め 、 自 生 地 再 生 は 大 変 時 間 が か か り ま す の

で 、 持 続 的 に 取 り 組 み な が ら 、 機 関 誌 ミ ド リ で 報 告 し

て い き ま す 。

▲  ト ラ ス ト 緑 地 に 咲 く ヤ マ ユ リ

▲  財 団 西 ケ 谷 専 務 よ り 進 和 学 園 メ ン バ ー へ 贈 呈 ▲  進 和 学 園 敷 地 に て 球 根 を 植 え 付 け ま し た

か な が わ ト ラ ス ト み ど り 財 団 様 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 2 0 1 6 年 8 月 1 日

　 梅 雨 の 明 け た よ う な 、 ま だ 明 け な い よ う な 　 昨 今 で

ご ざ い ま す 。

　 私 の 娘 は 重 度 の ダ ウ ン 症 で 、 今 年 ３ 月 よ り 隣 町 の 施

設 に 入 所 し ま し た 。 娘 は 4 5 才 で 歩 く の が 早 く 元 気 で 、

主 人 が 亡 き 今 、2 人 で 生 活 し て き ま し た が 、8 0 才 の 私 が

つ い て 行 け な く な り 入 所 を お 願 い し ま し た 。

　 娘 は 言 語 理 解 が 困 難 で ど う 説 明 し た ら よ い か わ か

ら な い ま ま 、 施 設 に 入 所 さ せ ま し た 。 5 月 の 連 休 で 一

時 帰 宅 後 、 施 設 の 前 で 騒 動 し て し ま い 、 前 か ら 知 っ て

い る 同 室 の お 友 達 の 名 前 「 〇 〇 ち ゃ ん が 待 っ て い る

よ 」 と 言 っ た ら 、 ク ル リ と 後 へ 向 き 、 私 の 手 を 離 し 、 施

設 へ も ど っ て く れ ま し た 。

　 そ ん な 有 様 に 私 も 時 々 、 涙 を 流 し て い ま し た が 、

2 0 1 6 年 7 月 2 6 日 の 事 件 以 来 、 ラ ジ オ 、 テ レ ビ 、 新 聞 等

見 聞 き す る 度 、 涙 が 止 ま り ま せ ん 。

　 4 2 年 ほ ど 前 、 神 奈 川 県 へ 越 し て き て 、 小 さ い 娘 を 連

れ て 児 童 相 談 書 や 福 祉 事 務 所 な ど で 相 談 を 受 け る と こ

ろ で 「 津 久 井 や ま ゆ り 園 」 や 、「 ヤ マ ユ リ 」 が 県 の 花 で あ

る こ と を 知 り ま し た 。

　 越 し て き た 我 が 家 の 隣 に は 、 小 高 い 森 の 崖 に ヤ マ ユ

リ が 咲 き 、 毎 年 楽 し み に し て い た の に 、 今 は 見 つ か り

ま せ ん 。

　 近 く の 神 社 の 斜 面 地 に も ３ ～ ４ 本 あ り ま し た が 、 今

年 は 半 分 に な っ て い ま し た 。

　 私 の 希 望 な の で す が 、 こ の た び の 悲 劇 を 悼 み 、 ヤ マ

ユ リ の 花 を 各 町 で 絶 滅 さ せ な い よ う に 、 保 護 す る 場 所

を 作 っ て い た だ け な い で し ょ う か ？

　 弱 い 立 場 の 人 達 も 、 仲 間 と し て 受 け 入 れ る 寛 容 な 心

を 育 て る 場 所 と な れ ば と 願 い ま す 。 こ の 人 達 も そ れ ぞ

れ の 人 の 能 力 で 一 生 懸 命 い き て い る の で す か ら 。

　 皆 様 の ご 活 躍 、 お 祈 り 申 し 上 げ ま す 。

お 手 紙  ※ お 手 紙 の 内 容 を 一 部 割 愛 し た も の を 掲 載 し ま し た
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▲  境 川 沿 い に 続 く 久 田 緑 地

製 材 体 験 イ ベ ン ト 2 0 1 7  1 1 月 2 6 日 ( 日 ）

く の 会 員 の 皆 さ ま の 支 援 に よ っ て 保 全 が 行 わ れ て い

る た め 、 そ の 支 援 者 の 皆 さ ま に 情 報 発 信 や 来 訪 い た だ

け る き っ か け を 作 り た い と 考 え て い ま し た 。

　 今 回 、 東 京 都 世 田 谷 区 に 拠 点 を お く （ 社 ） 街 の 木 も の

づ く り ネ ッ ト ワ ー ク と 連 携 し 、 緑 地 内 で 伐 採 さ れ た 丸

太 を 使 用 し た 「 製 材 体 験 ＆ 木 工 ワ ー ク シ ョ ッ プ 」 を 開

催 し ま し た 。 伐 採 し た 樹 木 を 廃 棄 物 と せ ず 、 イ ベ ン ト

で 活 用 す る こ と に よ っ て 参 加 者 の 良 い 思 い 出 と し て

残 る こ と で し ょ う 。

　 な お 久 田 緑 地 は 、 人 工 林 な ど 木 材 生 産 を 目 的 と し た 林

地 で は な く 、 搬 出 さ れ る 樹 種 も さ ま ざ ま で あ り 、 決 し て 使

い や す い も の で は あ り ま せ ん 。 そ の た め 、 講 師 を 務 め た

湧 口 善 之 氏 の 協 力 に よ り 製 材 体 験 イ ベ ン ト が 実 現 し

ま し た 。 搬 出 さ れ る 丸 太 や 枝 木 で 使 え る 部 分 を 選 別

し 、 そ の 樹 木 の ク セ を み て 木 材 と し て の 新 た な 価 値 を

生 み 出 し て い た だ き ま し た 。

　 久 田 緑 地 は 大 和 市 上 和 田 に あ る 境 川 に 沿 っ て 形 成

さ れ た 河 岸 段 丘 に 残 さ れ た 緑 地 で あ り 、 周 辺 に は 住 宅

地 と 畑 が 広 が り ま す 。 緑 地 面 は 7. 9 h a 、 南 北 に 約 1. 2 k m

細 長 く 住 宅 街 に 緑 の 回 廊 が 続 き ま す 。

　 こ の た め 住 宅 地 や 農 地 と の 林 縁 部 の 維 持 管 理 が 必

要 と な り ま す 。 緑 地 の 樹 木 は 空 間 を 求 め て 枝 葉 を 伸 ば

し 、 落 葉 に よ る 住 宅 の 雨 戸 井 の 詰 り 、 建 物 や 車 な ど へ

樹 液 の 飛 散 が 問 題 と な り ま す 。 ま た 、 大 き く 成 長 し た

た め 、 風 雪 に よ っ て 枝 木 が 折 れ る こ と や 、 場 合 に よ っ て は

倒 木 の 危 険 性 も あ る た め 、 毎 年 、 定 期 的 に 樹 木 の 伐 採

や 剪 定 を 行 っ て い ま す 。

　 そ こ で 、 出 さ れ る 丸 太 や 枝 木 の 大 半 は 搬 出 さ れ 、 廃 棄

物 と し て 処 理 さ れ て し ま い ま す 。 そ れ ま で 何 十 年 と 緑 地

に 根 を 下 ろ し て 成 長 を 重 ね 、 さ ま ざ ま な 恩 恵 を 与 え て き

た 樹 木 の 最 後 が 廃 棄 物 扱 い で は 悲 し い 結 末 と い え ま す 。

　 ま た 一 方 で 、 久 田 緑 地 は 公 園 と し て 管 理 さ れ る こ と

な く 、 ト ラ ス ト 緑 地 保 全 支 援 事 業 を 展 開 す る な ど 、 多

せ ん て い

く   で ん

昭 和 初 期 の

木 挽 き 文 化

を 復 元

　 会 場 と し て 使 用 さ せ て い た だ い た 大 和 市 上 和 田 に あ る 左 馬 神 社 の 昭 和 初 期 の 写 真 ２ 枚 を

ご 紹 介 し ま す 。 戦 前 、 拝 殿 左 に あ る ス ギ の 巨 木 （ 写 真 1 ） は 、 遠 く は 藤 沢 か ら も 見 え た そ う で す

が 、 あ ま り に も 大 き く な り す ぎ て 拝 殿 に 危 険 が お よ ぶ と 判 断 し 、 も う 一 枚 の 写 真 （ 写 真 2 ） の

と お り 伐 り 倒 し 、 隣 村 の 宮 久 保 か ら 木 挽 き が 来 て 、 製 材 し た と 、 地 元 の 方 か ら 伺 い ま し た 。 そ

の 材 は 高 値 で 売 れ 、 神 社 に 鐘 楼 を 作 る こ と が で き た そ う で す 。

　 今 回 の 製 材 体 験 で は こ の 写 真 を 見 な が ら 、 昭 和 初 期 の 地 元 史 も 学 び 、 人 と 木 の 歴 史 的 環 境

と し て と ら え 、 境 内 に て 製 材 を 再 現 で き ま し た 。

さ 　 ば

写 真 1 ： 昭 和 初 期 の 左 馬 神 社 境 内 写 真 2 ： 大 ス ギ の 木 挽 き 大 ス ギ の 木 挽 場 所 と 思 わ れ る 所 で 再 現

久 田 緑 地 の 課 題
く   で ん

大 ス ギ 鳥 居
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　 ウ ワ ミ ズ ザ ク ラ は 公 園 や 庭 先 で

見 か け る サ ク ラ と は 異 な り 、 白 く

ブ ラ シ 状 の 花 を つ け る サ ク ラ の 仲

間 で 、 久 田 緑 地 で も 数 か 所 で 見 ら

れ る 山 野 の 樹 木 で す 。 昔 か ら 漆 器

や 工 具 の 柄 な ど に も 使 用 さ れ 、 淡

く 赤 み が か か り 年 輪 の 風 合 い が 好 ま れ る 美 し い 木 材

と し て 利 用 さ れ て き た よ う で す 。

　 製 材 体 験 で は 普 段 見 る こ と が な い 大 鋸 （ オ ガ ） を

使 っ て 、 子 ど も も 大 人 も 順 番 に 丸 太 を 挽 い て い き ま し

た 。 最 初 は う ま く 歯 が か か り ま せ ん が 、 数 分 も す れ ば

慣 れ て き て 、 体 全 体 を 使 っ て リ ズ ミ カ ル に オ ガ を 動 か

し て い ま し た 。 途 中 、 講 師 に よ る 樹 木 や 製 材 に つ い て

の 解 説 や 、 ス プ ー ン や 箸 づ く り も 行 わ れ 、 そ れ ぞ れ の

作 業 を 交 互 に 進 め 、 イ ベ ン ト 終 了 間 際 に 丸 太 を 割 る ↗

こ と が で き ま し た 。

　 こ の 製 材 体 験 を 通 じ て 、 多

く の 皆 さ ん に 久 田 緑 地 に 関 心

を 持 っ て い た だ き 、 緑 地 保 全

の 理 解 と 支 援 の 輪 が 広 が っ て

い け れ ば と 考 え て い ま す 。

▲ 丸 太 は 長 さ 1. 4 ｍ 、 直 径 4 0 c m 。
　 台 座 に 乗 せ て ヨ コ に 挽 い て い き ま す

▲ 切 り 株 も 見 学 。 上 を 見 上 げ れ ば 、
　 葉 を 広 げ て い た 空 間 が ぽ っ か り
　 空 い て い ま し た

◀
し っ か り 固 定 し て
縦 に 挽 く 方 法 も
体 験 し ま し た

▲  参 加 者 と オ ガ を 持 つ 講 師 の 湧 口 氏

久 田 緑 地 の 製 材 体 験 イ ベ ン ト

ウ ワ ミ ズ ザ ク ラ の 花 　 　 　 　 　 写 真 ： 阿 木 二 郎 （ 場 所 ： 葛 葉 緑 地 ）

大 鋸
（ オ ガ ）

　 製 材 体 験 に 利 用 し た ウ ワ ミ ズ ザ ク ラ は 株 元 の 腐

朽 が 進 み 、 こ の ま ま で は 住 宅 地 に 隣 接 し 、 倒 木 の 危

険 性 が 出 て く る た め に 伐 採 を 決 断 し た 樹 木 で し

た 。 街 路 樹 や 銘 木 な ど は 手 間 暇 を か け て 、 薬 剤 散

布 や 支 柱 を 施 す な ど 延 命 さ せ る 処 置 も あ り ま す

が 、 緑 地 保 全 の 観 点 で は 伐 採 や 剪 定 を 行 い 、 そ の 緑

地 の 更 新 を 図 り 自 然 環 境 を 再 生 し ま す 。



 

久田緑地産材の木工品をプレゼント

伐採などで処分する樹木を来年のクリスマス・プレゼントに
生まれ変わらせる～森のかけらプロジェクト～

トラスト緑地の保全にご協力ください
財団では身近な都市近郊の緑地を し竺

―

E巴口

森のかけら「一輪求引JJ
約W30X030XH5011111/木部＋ガラス筐

樹種や部位によって、木目や色昧が異な
るため同じ作品は生み出されません。小さ
な木片をかき集め、巧みな技によって唯一
の一輪挿しと生まれ変わります。個性ある
作品を集めて、久田緑地の森をご自宅に。

―;IJ,.JI— 
森のかけら「スツ ー ルJ
約W400X0400XH470m

街を見守ってき
た樹木が椅子に生
まれ変わります。
※サイズは目安。詳
細は打合せにて

｛：：溢
＇

：ょ
そ

木？ご□ と
と
�; � rt.I処理されてしまいます。そこで、（社）街

の木ものづくりネットワークと連携し、
木材 として生まれ変わらせる「森のか
けらプロジェクト」を開始します。

寄附いただいた皆さまには、来年の
12月中旬を目途に木工返礼品がお手
元に届けられる仕組みです。対象とな
る樹木は、これ から伐採、製材、乾燥、
加工といった工程を経ていきま す。

立木から製品に変わる木材利用のなが
れは機関誌ミドリにて紹介していき
ます。

―H原•=-
森のかけら
Iミニ・カッティングボー ドJ
約W200XD130mm厚さ18mm

小さめのカットボー ドはフル ー

ツなどのカットに霞適です。

―-
森のかけら「額縁J
外寸約W150xD15011111、 内寸約W90x
D90厚さ25ml木部＋アクリル

その額縁は広く 、

厚く 、飾られる写真
や絵を引き立てる
以上に涸性的な緑
柄を主張します。

―;l!J=— 
森のかけら
『カッティングボードJ Ii 
約W350xD160厚さ1811111

木目や色合いがはっき
り出るため 、樹種の個性
的な特徴が現れます。

朝食のトーストを置く
お皿として 、 ハムやチー

ズを盛り付けて食卓に彩
りを与えるアイテムとし
て 、 店頭に並ぶことのな
い 、個性的な樹木たちを
素材そのままに。

※写頁はすへてイメ ージです

1 寄附による木工品お届けのながれ I 
①振込： ~2018/2/28迄に納付書 ②情報発信：2018/3~11月申込期間終了後、 ③お届け：2018/12

にある木工品の個数を記載の上 、 合 ► 伐採、製材、乾燥、加工を行います。その様子は ► 中旬頃木工品を梱包
計金額以上の寄附をお願いします。 機関誌ミドリやお手紙にてお知らせします。 してお届けします。

※イメ ー ジ写真と異なる作品に仕上がる場合があります 。サイズは木材の状況により変更の場合があります。予めご承知おきください。

|― 同封の振込用紙の取扱いについて （公財）かながわトラスト
みどり財団への寄附金は、

所得税・法人税の①本用紙は「キャンペーン用振込用紙」です。会員会費の振込には使用しないでください
②木工品・領収書等礼状の不要、 ミドリ等の掲載不要（匿名希望）の方は通信欄に団をお願いします 控除が受けられます

I 所得税・住民税の優遇措置について I 
（公財）かながわトラストみどり財団への会費や寄附は確定申告をすることによって、所得税、住民税の還付を受け

ることができます。ただし、県民税や市町村民税の控除は各自治体によって異なります。なお、控除額の計算はいずれ
かを選択することができます。
①税額控除（所得税）州紐税の控除額が2017/1/1より変更されました

〇所得税の減少分
（年間の公益法人等への寄附金総額一2,000円）X40%

◎住民税の減少分
県民税（年間の公益法人等への寄附金総額一2,000円）X2%

※ 

(f)の例）：横浜市税
（年間の公益法人等への寄附金総額一2,000円）X8%

※ 

②所得控除
（年間の公益法人等への寄附金総額一2,000円）の金額を、

その年分の所得から控除するもの。

相続税の非課税
相続された方が相続財産を、 相続税の申告期限（亡くなっ

てから 10か月）までに寄付された場合は、その寄附額は相続
税が非課税となります。
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編 集 ・ 発 行 ：（ 公 財 ） か な が わ ト ラ ス ト み ど り 財 団

編 集 協 力 ： 渡 部 尚 久

デ ザ イ ン ：（ 株 ） ア ド ・ カ  ジ  エ ン ス 　 　 印 刷 ： 朝 日 オ フ セ ッ ト 印 刷 （ 株 ）

み ど り の ト ラ ス ト 会 員 の 輪 を 広 げ よ う!

　 か な が わ の み ど り を 守 り 育 て る 運 動 を 支 え て い た だ く 会 員 を 募 集 し て い

ま す 。 県 内 の ま ち の み ど り か ら 山 の み ど り ま で を 保 全 し 、 後 世 に 引 き 継 い で

い く た め に 、 皆 さ ん の 力 が 今 こ そ 必 要 で す 。 ＊ 入 会 の お 問 合 せ は 事 務 局 ま で

５ 年 分 の 会 費 を １ 回 で お 払 い い た だ く と ６ 年 間 会 員 に な れ ま す 。

　 普 通 会 員 の 方 に 任 意 の 加 入 で 特 定 の 緑 地

（ 小 網 代 の 森 緑 地 ・ 久 田 緑 地 ・ 桜 ケ 丘 緑 地 ） を 支

援 し て い た だ き ま す 。 会 費 の 全 額 が 支 援 緑 地

の 自 然 再 生 や 管 理 作 業 費 用 に 充 て ら れ ま す 。

ト ラ ス ト 会 員 ト ラ ス ト 緑 地 保 全 支 援 会 員

個 人

家 族

2, 0 0 0 円

1, 0 0 0 円

5 0 0 円

大 人

中 ・ 高  校  生

小 学 生

3, 0 0 0 円 3, 0 0 0 円1 家 族

法 人 / 団 体 1 0, 0 0 0 円1 口

個 人 / 家 族

1 0, 0 0 0 円1 口法 人 / 団 体

任 意 加 入普 通 会 員

ト ラ ス ト
会 員 オ プ シ ョ ン

支 援 し た い ト ラ ス ト 緑 地 の い ず れ か を 選 択

普 通 会 員 ト ラ ス ト 緑 地 保 全 支 援 会 員 （ オ プ シ ョ ン ）

　 か な が わ の み ど り を 守 り 育 て る

運 動 を 支 え る 会 員 で す 。 

　 会 費 は 緑 地 保 全 や 地 域 の 緑 化 の

ほ か 、 財 団 の 運 営 に 充 て ら れ ま す 。

　 財 団 で は 竹 林 管 理 に 有 効 な 竹 粉 砕 機 を 導 入

し 、 貸 し 出 し を 開 始 し ま し た 。 粉 砕 機 は 竹 以 外

に 通 常 の 枝 木 も 粉 砕 可 能 で す 。

貸 し 出 し 方 法 に つ い て ： 財 団 が 開 催 す る 講 習

を 事 前 に 受 け 、 団 体 登 録 を 行 う 必 要 が あ り ま

す 。 こ の ほ か 、 運 搬 用 の 軽 ト ラ ッ ク や ヘ ル メ ッ ト 、 鎌 ・ 鋸 等 も 貸 し 出 し

て い ま す 。 詳 細 に つ い て は 財 団 Ｗ Ｅ Ｂ サ イ ト か 財 団 事 務 局ま で ご 連

絡 く だ さ い 。 　 　 　 　 　 　 　 　   み ど り 森 林 課 　  0 4 5 - 4 1 2 - 2 2 5 5

ト  ラ  ス ト   竹 チ ッ パ ー 稼 働 中!

か な が わ の 森 林 ・ 竹 林 を き れ い に

「 サ ポ ー タ ー 会 員 」 イ ベ ン ト 写 真 班 を 募 集 中!

か な が わ の ナ シ ョ ナ ル ・ ト ラ ス ト 運 動 を み ん な で サ ポ ー ト!

『  ち く り  ん  号  』

　 　 　 　 　 　 「 か な が わ ト ラ ス ト み ど り 財 団 サ ポ ー タ ー 制 度 」 に お

申 し 込 み く だ さ い 。 登 録 後 、 メ ー ル や 電 話 な ど で 財 団 事 務 局 よ り サ

ポ ー ト の 依 頼 の 連 絡 が 入 り 、 エ ン ト リ ー い た だ く 仕 組 み で す 。 サ

ポ ー ト い た だ い た 方 に は 、 保 険 加 入 及 び 交 通 費 が 支 給 さ れ ま す 。
※ 詳 し く は

財 団 事 務 局 ま で

現 在 の 登 録 人 数  7 5 名

　 財 団 で 行 わ れ る 自 然 観 察 会 や 森 林 体 験 イ ベ ン ト に 同 行 い た だ き 、

写 真 撮 影 の 協 力 を お 願 い し ま す （ 参 加 受 付 の お 手 伝 い も! ） 。 写 真 愛 好

者 の 皆 さ ま な ら ど ん な 機 材 で も 大 丈 夫 で す 。 ぜ ひ 、 一 緒 に ト ラ ス ト 運

動 を 盛 り 上 げ ま し ょ う 。

◆ 写 真 の 版 権 は サ ポ ー タ ー に 帰 属 し 、 ミ ド リ や

　 W E B 掲 載 時 に 任 意 で お 名 前 を 掲 載 し ま す 。

イ ベ ン ト 写 真 班 に 協 力 く だ さ い

参 加 方 法

【 参 加 条 件 】 財 団 の ト ラ ス ト 会 員 に 登 録 し て い る 、2 0 歳 以 上 の 方

ト ピ ッ ク ス



払 込 取 扱 票 振 替 払 込 請 求 書 兼 受 領 証

公 益 財 団 法 人 か な が わ ト ラ ス ト み ど り 財 団

公 益 財 団 法 人

か な が わ ト ラ ス ト み ど り 財 団

通 常 払 込 料 金
加 入 者 負 担

口 座 記 号 番 号 千  百  十  千  百  十  円万

振
込
に
は
手
数
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・
郵
便
局
の
窓
口
で
お
振
込
く
だ
さ
い
。

各 票 の

※

印 欄 は 、 ご 依 頼 人 に お い て 記 載 し て く だ さ い 。

切 り 取 ら な い で お 出 し く だ さ い 。記 載 事 項 を 訂 正 し た 場 合 は 、 そ の 箇 所 に 訂 正 印 を 押 し て く だ さ い 。

横 浜
金 額料 金

備 考加 入 者 名

ご依頼人・通信欄

日 　 附 　 印

媒 体 ： ミ ド リ  1 0 7  号

［ ※ 会 費 振 込 は ご 遠 慮 く だ さ い 。 ］
ト ラ ス ト 緑 地 保 全 の た め の 寄 附

□ 一 輪 挿 し （ 　 　 個 ） 1 個 ：1, 0 0 0 円 以 上

□  額 縁 （ 　 　 枚 ） 1 個 ：4, 0 0 0 円 以 上

□ カ ッ テ ィ ン グ ボ ー ド （ 　 　 枚 ） 
　  1 個 ：6, 0 0 0 円 以 上

□ （ ミ ニ ） カ ッ テ ィ ン グ ボ ー ド （ 　 　 枚 ） 
　  1 個 ：3, 0 0 0 円 以 上

□  ス ツ ー ル （ 　 　 脚 ） 1 脚 ：3 5, 0 0 0 円 以 上

※

お と こ ろお な ま え
〒

会 員 番 号 （ ）

（ ご 連 絡 先 電 話 番 号  ―  ― ）

裏 面 の 注 意 事 項 を お 読 み く だ さ い 。（ ゆ う ち ょ 銀 行 ）（ 承 認 番 号 横 5 9 9 6 号 ）

こ れ よ り 下 部 に は 何 も 記 入 し な い で く だ さ い 。

こ の 受 領 証 は 、 大 切 に 保 管 し て く だ さ い 。

百  十  千  百  十  円万千金 　 額ご 依 頼 人

料 　 金備 　 考

口 座 記 号 番 号

加 入 者 名

※ お な ま え

様

通 常 払 込

料 金 加 入

者 負 担

日 附 印

※

※

※ 不 要 な 方 は □ （ チ ェ ッ ク ） を お 願 い し ま す 。

□ 木 工 品 不 要  □ 領 収 書 等 不 要  □ 機 関 誌 ミ ド リ 等 へ の 名 前 の 掲 載 不 要 （ 匿 名 希 望 ）

✓



こ の 場 所 に は 、 何 も 記 載 し な い で く だ さ い 。

こ の 受 領 書 に よ り 募 金 の 領 収 書 に 代 え さ せ

て い た だ き ま す 。

　 （ 公 財 ） か な が わ ト ラ ス ト み ど り 財 団

　 　 電 話 0 4 5 - 4 1 2 - 2 5 2 5

（ ご 注 意 ）

・ こ の 用 紙 は 、 機 械 で 処 理 し ま す の で 、 金 額 を 記 入

す る 際 は 、 枠 内 に は っ き り と 記 入 し て く だ さ い 。 ま

た 、 本 票 を 汚 し た り 、 折 り 曲 げ た り し な い で く だ さ い 。

・ こ の 用 紙 は 、 ゆ う ち ょ 銀 行 又 は 郵 便 局 の 払 込 機 能

付 き A T M  で も ご 利 用 い た だ け ま す 。

・ こ の 払 込 書 を 、 ゆ う ち ょ 銀 行 又 は 郵 便 局 の 渉 外 員

に お 預 け に な る と き は 、 引 換 え に 預 り 証 を 必 ず お 受

け 取 り く だ さ い 。

・ ご 依 頼 人 様 か ら ご 提 出 い た だ き ま し た 払 込 書 に 記

載 さ れ た お と こ ろ 、 お な ま え 等 は 、 加 入 者 様 に 通 知

さ れ ま す 。

・ こ の 受 領 証 は 、 払 込 み の 証 拠 と な る も の で す か ら

大 切 に 保 管 し て く だ さ い 。

収 入 印 紙

印

課 税 相 当 額 以 上

貼 　 付




